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新
成
人
の
門
出
を
祝
う
対
馬
市
成
人
式
が
、

１
月
７
日
、
シ
ャ
イ
ン
ド
ー
ム
み
ね
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
今
年
成
人
式
を
迎
え
た
の
は
、
昭
和
61
年
４

月
２
日
か
ら
昭
和
62
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
で
、
式
に
は
男
性
２
１
９
名
、
女
性
１

９
４
名
、
計
４
１
３
名
の
新
成
人
が
出
席
し
ま

し
た
。
会
場
周
辺
で
は
、
真
新
し
い
ス
ー
ツ
や

羽
織
袴
、
色
鮮
や
か
な
着
物
で
着
飾
っ
た
新
成

人
た
ち
が
、
旧
友
と
の
久
し
ぶ
り
の
再
会
に
喜

び
、
お
し
ゃ
べ
り
や
記
念
撮
影
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

　
午
後
１
時
か
ら
始
ま
っ
た
式
典
で
は
、
松
村

市
長
か
ら
各
町
代
表
の
新
成
人
に
成
年
証
書
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
松
村
市
長
は
「
今
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野

で
格
差
が
拡
大
し
て
お
り
、
競
争
が
優
先
さ
れ

る
中
で
一
番
必
要
な
こ
と
は
、
自
分
の
可
能
性

を
信
じ
目
標
に
向
か
っ
て
一
生
懸
命
努
力
す
る

事
で
す
。
苦
し
い
事
や
大
き
な
壁
に
直
面
し
た

時
は
、
自
分
を
磨
く
た
め
の
試
練
だ
と
考
え
て
、

常
に
前
向
き
に
立
ち
向
か
っ
て
下
さ
い
」
と
会

場
の
新
成
人
を
激
励
。
続
い
て
豊
玉
町
の
中
嶋

千
祐
希
さ
ん
が
「
郷
土
を
誇
り
に
思
い
、
感
謝

を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
自
覚
と
責
任
を
持
っ
て

行
動
し
、
心
豊
か
に
生
き
て
い
く
こ
と
を
誓
い

ま
す
。
」
と
、
新
成
人
を
代
表
し
力
強
く
誓
い

の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

　
記
念
講
演
で
は
、
落
語
家
の
林
家
花
丸
さ
ん

が
「
見
る
夢
、
追
う
夢
、
掴
む
夢
」
を
題
に
夢

を
実
現
す
る
こ
と
の
喜
び
に
つ
い
て
講
演
し
、

「
自
分
に
と
っ
て
大
切
な
夢
を
持
ち
続
け
、
夢

を
掴
ん
だ
ら
そ
の
手
で
大
き
く
咲
か
せ
て
下

さ
い
」
と
語
り
か
け
、
晴
れ
て
大
人
の
仲
間
入

り
を
果
た
し
た
若
者
の
門
出
を
祝
福
し
ま
し
た
。

●
釜
慶
大
学
へ
の
留
学
生
も�

　
チ
マ
・
チ
ョ
ゴ
リ
を
着
て
参
加�

　
　
衣
装
は
韓
国
で
買
っ
て
き
た

　
　
そ
う
で
す
。

　
赤
木
亜
未
さ
ん
（
豊
玉
）
と

　
永
留
美
里
さ
ん
（
美
津
島
）

対 馬 市 成 人 式 �

誓いのことばを述べる中嶋千祐希さん�

市
長
よ
り
成
年
証
書
を
受
け
取
る�

各
町
の
代
表
者
た
ち�

講
演
を
行
っ
た
林
家
花
丸
さ
ん�

413名が大人の仲間入り

プ
ギ
ョ
ン
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１．　知中学校�
２．福岡市�
３．会社員�
４．実感は余りありませんが、

今までと違って責任感を感
じます。�

５．30歳までに結婚したいです。�
６．犯罪のない明るい島に。�
７．住みやすい町に、道路をわ

かりやすくして、観光を振
興してほしい。�

８．自分の行動に責任が持てる
大人になりたいです。�

美
津
島
町�

阿
比
留
梨
沙
さ
ん�

�

１．仁田中学校�
２．佐世保市�
３．専門学校生�
４．お酒も飲める年になって、

大人の気持ちがわかった感
じがします。�

５．対馬でIT系の会社を設立し
たい。�

６．対馬独自の自然を残しつつ、
ITでは最先端の島に。�

７．ガソリン代を安くしてほし
い。�

８．子供に尊敬される大人にな
りたいです。�

上
県
町�

小  

宮
　 

光
さ
ん�

�

１．豆酘中学校�
２．福岡県飯塚市�
３．短大生�
４．まだ、実感がないです。�
５．20代で、きれいなお嫁さん

になりたいです。�
６．今のままでいいです。�
７．もっと道路をきれいにして

ほしい。特に豆酘までの道
を。�

８．きれいなママになりたいで
す。�

�

厳
原
町�松

志
乃
さ
ん�

�

１．比田勝中学校�
２．福岡県柳川市�
３．専門学校生�
４．まだまだ子どもなので実感

がないです。�
５．結婚しても、美容師を続け

ていきたいです。�
６．もっと活気がある島に。�
７．九州本土との間に、橋を架

けるかトンネルを。�
８．落ち着いたきれいな女性に

なりたいです。�
�

上
対
馬
町�

修
行
み
は
る
さ
ん�

�

１．西部中学校�
２．対馬市�
３．販売員�
４．周りをよく見て行動するこ

とを学びました。�
５．お嫁さんになることです。�
６．若い人が都会から帰ってこ

れるような島。�
７．税金を下げてほしい。�
８．いつまでも20歳の若い気持

ちを持ち続けて、頑張りた
いです。�

�

峰
町�

岩
佐
友
紀
さ
ん�

�

１．豊玉中学校�
２．対馬市�
３．会社員�
４．まだ、実感がありません。�
５．大金を稼ぎたい。�
６．不景気なので、もっと景気
　　が良くなってほしい。�
７．ゲームセンターなど、遊ぶ
　　場所がほしい。�
８．健康で長生きしたいです。�
�

豊
玉
町�

立
花
祐
樹
さ
ん�

�

１ 

出
身
中
学
校
、
２ 

現
住
所
、
３ 

現
在
の
職
業
等
、
４ 

成
人
に
な
っ
た
感
想
、
５ 

将
来
の
夢
、

６ 

こ
ん
な
対
馬
に
な
っ
て
ほ
し
い
、
７ 

行
政
に
望
む
こ
と
、
８ 

こ
ん
な
大
人
に
な
り
た
い�
新
成
人
に
質
問�

り

さ

�

ひ
か
る�

ゆ
う
　
き�
ゆ
　 

き�
し
　 

の�
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�

　
　
《
１
月
》

４
日
＝
仕
事
始
め
式

５
日
＝
消
防
出
初
式

７
日
＝
対
馬
市
成
人
式

９
日
＝
厳
原
町
漁
協
青
壮
年
部
学

　
　
　
習
会

10
日
＝
阿
須
湾
漁
協
恵
比
寿
神
社

　
　
　
祭
、
高
浜
漁
協
十
日
恵
比

　
　
　
寿
祈
願
祭

13
日
＝
対
馬
北
部
沖
海
洋
調
査
・

　
　
　
利
活
用
方
策
報
告
会

14
日
＝
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
県
年

　
　
　
輪
ピ
ッ
ク
予
選
大
会

18
〜
19
日
＝
県
後
期
高
齢
者
医
療

　
　
　
広
域
連
合
委
員
会（
長
崎
）

20
〜
21
日
＝
福
岡
対
馬
会
総
会
・

　
　
　
新
春
祝
賀
会
　
（
福
岡
）

22
〜
23
日
＝
鳥
栖
市
長
訪
問
（
鳥

　
　
　
栖
）
、
長
崎
対
馬
会
総
会

　
　
　
・
新
年
懇
親
会
（
長
崎
）

24
〜
25
日
＝
県
漁
港
漁
場
協
会

　
　
　
理
事
会
　
　
　
（
長
崎
）

26
日
＝
定
例
記
者
発
表

29
日
＝
県
立
及
び
離
島
医
療
圏
組

　
　
　
合
病
院
あ
り
方
検
討
会

30
日
＝
国
民
保
護
協
議
会
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市
長
の
動
き�

　
消
防
団
員
の
士
気
の
高
揚
と
団

結
を
誓
う
対
馬
市
消
防
出
初
式
が
、

１
月
５
日
、
豊
玉
町
仁
位
の
対
馬

市
公
会
堂
で
開
催
さ
れ
、
市
内
の

消
防
団
員
５
１
０
名
（
厳
原
90
名
、

美
津
島
45
名
、
豊
玉
２
１
５
名
、

峰
35
名
、
上
県
50
名
、
上
対
馬
75

名
）
を
は
じ
め
、
消
防
署
員
等
多

く
の
関
係
者
が
出
席
し
、
地
域
の

防
火
・
防
災
の
決
意
を
新
た
に
し

ま
し
た
。

　
式
典
に
先
立
ち
、
午
前
10
時
15

分
か
ら
地
元
仁
位
保
育
所
の
幼
年

消
防
ク
ラ
ブ
鼓
笛
隊
を
先
頭
に
、

豊
玉
地
区
消
防
団
員
３
０
５
名
と

30
台
の
消
防
車
両
が
対
馬
交
通
豊

玉
営
業
所
か
ら
市
役
所
豊
玉
支
所

ま
で
を
分
列
行
進
し
ま
し
た
。
沿

道
に
は
多
く
の
市
民
が
詰
め
か
け
、

地
域
防
災
の
要
で
あ
る
消
防
団
の

勇
姿
と
、
園
児
た
ち
の
か
わ
い
ら

し
い
姿
を
温
か
く
見
守
っ
て
い
ま

し
た
。

　
式
典
で
は
、
松
村
市
長
の
式
辞

に
続
き
、
消
防
庁
長
官
、
県
知
事
、

県
消
防
協
会
長
等
か
ら
、
消
防
業

務
に
功
績
の
あ
っ
た
団
員
等
へ
の

表
彰
と
退
職
団
員
へ
の
感
謝
状
の

授
与
が
行
わ
れ
、
来
賓
に
よ
る
祝

辞
が
披
露
さ
れ
た
後
、
永
留
市
喜

対
馬
市
消
防
団
長
が
「
本
日
の
出

初
式
を
契
機
に
、
有
事
の
際
は
対

馬
市
消
防
団
98
個
分
団
が
一
致
団

結
の
も
と
、
消
防
力
を
十
二
分
に

発
揮
す
る
こ
と
を
切
望
す
る
」
と

訓
辞
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
場
所

を
仁
位
浜
岸
壁
に
移
し
、
豊
玉
地

区
消
防
団
に
よ
る
一
斉
放
水
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
他
の
各
町
で
も
地
元
地

区
消
防
団
員
に
よ
る
市
中
行
進
、

一
斉
放
水
な
ど
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

　
昨
年
の
対
馬
に
お
け
る
火
災
発

生
件
数
は
29
件
で
前
年
よ
り
15
件

減
少
し
、
ま
た
救
急
搬
送
人
員
は

1
2
8
1
名
で
前
年
よ
り
91
名
減

少
し
ま
し
た
。

写
真
（
右
上
か
ら
時
計
回
り
に
）

①
整
然
と
行
進
す
る
豊
玉
地
区
消

防
団
②
行
進
を
先
導
し
た
仁
位
保

育
所
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
鼓
笛
隊
③

行
進
を
観
閲
④
喜
ぶ
子
ど
も
た
ち

⑤
訓
辞
す
る
永
留
市
喜
対
馬
市
消

防
団
長
⑥
厳
粛
に
行
わ
れ
た
式
典

防
火
・
防
災
の
決
意
新
た
に�



　
対
馬
市
が
２
０
０
５
年
に
対
馬

北
部
沖
で
実
施
し
た
海
洋
温
度
差

発
電
の
可
能
性
に
関
す
る
調
査
報

告
会
が
１
月
13
日
、
対
馬
市
交
流

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
報
告
会
に
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
海
洋

温
度
差
発
電
推
進
機
構
の
上
原
春

男
理
事
長
を
は
じ
め
４
名
の
専
門

家
が
出
席
。
会
場
に
集
ま
っ
た
約

２
０
０
名
の
市
民
に
調
査
結
果
と

海
洋
資
源
を
利
用
し
た
地
域
振
興

策
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

■
上
県
町
棹
崎
沖
が
適
地�

　
水
産
大
学
校
の
中
岡
勉
教
授
の

報
告
で
は
、
２
０
０
５
年
８
月
に

行
っ
た
調
査
で
、
上
県
町
棹
崎
沖

約
10
km
の
地
点
が
表
層
水
と
深
層

水
の
温
度
差
が
約
25
度
あ
り
、
海

洋
温
度
差
発
電
を
運
転
す
る
条
件

に
適
し
て
お
り
、
ま
た
、
同
地
点

で
は
比
較
的
水
深
が
浅
い
と
こ
ろ

（
約
２
０
０
ｍ
）
か
ら
低
温
の
深

層
水
を
採
取
で
き
る
た
め
他
の
海

域
に
比
べ
好
条
件
で
、
加
え
て
水

質
も
ミ
ネ
ラ
ル
分
を
多
く
含
ん
で

い
る
こ
と
が
示
さ
れ
、
今
後
も
継

続
し
て
海
洋
調
査
と
施
設
建
設
の

た
め
の
検
討
が
必
要
と
付
け
加
え

ま
し
た
。

�

■
無
限
で
環
境
に
優
し
く
、�

　
　
　
　 

漁
場
造
成
も
可
能�

　
海
洋
温
度
差
発
電
と
は
、
海
面

と
深
海
の
水
温
の
差
を
利
用
し
た

発
電
方
法
で
、
資
源
の
枯
渇
の
心

配
が
無
く
環
境
に
優
し
い
と
世
界

か
ら
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
発
電
の
際
に
利
用
す
る

海
洋
深
層
水
は
、
太
陽
の
光
が
届

か
な
い
た
め
無
機
栄
養
素
を
豊
富

に
含
み
、
海
面
に
放
流
す
れ
ば
豊

か
な
漁
場
を
造
成
で
き
る
と
い
う

特
徴
も
持
っ
て
い
ま
す
。

�

■
対
馬
の
持
つ
資
源
で
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
地
域
振
興
を�

　
こ
の
調
査
結
果
を
受
け
て
同
発

電
の
世
界
的
権
威
で
対
馬
出
身
の

上
原
理
事
長
は
、
対
馬
の
持
つ
独

自
の
資
源
（
海
洋
資
源
、
風
光
明

媚
な
景
色
、
海
岸
線
の
長
さ
、
温

和
で
優
れ
た
頭
脳
を
持
つ
人
材
）

を
活
か
せ
ば
対
馬
の
振
興
は
有
望

と
説
明
。

　
具
体
的
に
は
、
海
洋
温
度
差
発

電
施
設
を
つ
く
り
、
汲
み
上
げ
た

海
洋
深
層
水
か
ら
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ

ー
タ
ー
や
リ
チ
ウ
ム
な
ど
の
資
源

を
採
取
す
る
こ
と
に
よ
る
産
業
の

創
出
や
、
深
層
水
を
放
流
す
る
こ

と
に
よ
る
豊
か
な
漁
場
の
造
成
な

ど
に
加
え
、
観
光
資
源
と
の
融
合

を
促
進
し
、
観
光
客
の
誘
致
を
行

う
こ
と
等
の
振
興
策
を
提
案
し
ま

し
た
。

　
応
急
手
当
普
及
員
と
し
て
活
躍

中
の
中
島
美
香
さ
ん
（
美
津
島
町

鴨
居
瀬
）
が
、
昨
年
の
11
月
１
日

付
で
対
馬
市
消
防
団
（
本
部
付
）

に
入
団
。
厳
原
第
６
分
団
の
主
藤

由
美
さ
ん
に
続
き
、
対
馬
で
２
人

目
の
女
性
消
防
団
員
が
誕
生
し
ま

し
た
。

　
中
島
さ
ん
は
、
昨
年
３
月
に
応

急
手
当
普
及
員
の
資
格
を
取
得
し

て
以
来
、
消
防
署
が
各
地
で
実
施

し
て
い
る
救
命
講
習
に
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
参
加
し
、
普
及
活
動
に
協

力
し
て
い
ま
す
。
活
動
を
続
け
る

に
つ
れ
有
名
に
な
り
、
今
で
は
声

を
か
け
て
く
れ
る
人
も
増
え
、「
女

性
の
ほ
う
が
話
し
や
す
い
」
と
講

習
を
受
け
た
お
母
さ
ん
方
か
ら
の

依
頼
で
、
個
人
的
に
再
指
導
を

行
う
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　
団
員
と
し
て
初
め
て
の
活
動

と
な
っ
た
出
初
式
で
は
、
式
典

進
行
の
補
助
を
務
め
ま
し
た
。

「
大
勢
の
人
の
前
に
で
る
機
会

は
少
な
い
の
で
、
今
日
は
緊
張

し
ま
し
た
が
、
あ
っ
と
い
う
間

に
終
わ
り
ま
し
た
」
と
初
仕
事

を
ふ
り
返
っ
て
い
ま
し
た
。

　
今
後
の
活
動
に
つ
い
て
中
島

さ
ん
は
「
事
故
が
起
き
た
と
き
、

近
く
に
い
て
素
早
く
対
応
で
き

る
地
元
の
消
防
団
員
が
一
番
の

頼
み
。
団
員
へ
の
救
命
講
習
の

普
及
を
目
指
し
、
対
馬
で
の
救

急
救
命
率
を
上
げ
た
い
」
と
抱

負
を
話
し
ま
し
た
。
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説
明
を
行
う
上
原
春
男
理
事
長�

「
海
洋
温
度
差
発
電
」で
新
た
な
産
業
・
雇
用
の
創
出
が
可
能
　

対
馬
北
部
沖
海
洋
調
査
・
利
活
用
方
策
報
告
会

出初式での様子�

制服姿の中島さん�

「
消
防
団
員
に
救
命
講
習
の
普
及
を
」�

中
島
美
香
さ
ん（
応
急
手
当
普
及
員
）が�

　
　
　
　
　
　
　
対
馬
市
消
防
団
に
入
団�

さ
お
ざ
き
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【
司
会
】
現
在
の
対
馬
市
の
財
政

状
況
を
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
ま

す
か
？�

【
宮
本
】
島
民
の
皆
さ
ん
、
理
事

者
、
議
会
も
含
め
て
危
機
感
が
な

い
の
で
は
な
い
か
。
市
長
を
は
じ

め
行
政
に
携
わ
る
人
が
危
機
感
を

持
っ
て
市
民
に
訴
え
、
自
ら
律
す

る
気
持
ち
を
持
っ
て
い
た
だ
き
た

い
。

【
山
代
】
市
政
説
明
会
に
参
加
し

た
時
、
市
長
以
下
行
政
担
当
者
は

説
明
責
任
を
し
っ
か
り
果
た
さ
な

け
れ
ば
暗
い
ム
ー
ド
に
な
る
と
感

じ
た
。
人
件
費
の
ス
リ
ム
化
等
の

取
り
組
み
内
容
に
つ
い
て
広
報
紙

等
で
説
明
し
て
あ
る
が
、
市
民
は

広
報
紙
を
隅
か
ら
隅
ま
で
読
ま
な

い
。
取
り
組
み
の
内
容
や
成
果
を

具
体
的
に
数
字
を
あ
げ
て
説
明
す

る
と
市
民
も
納
得
す
る
の
で
は
。

【
阿
比
留
】
対
馬
は
壱
岐
と
違
っ

て
南
北
に
長
く
、
デ
メ
リ
ッ
ト
の

部
分
が
多
い
の
で
は
な
い
か
。
人

が
い
な
け
れ
ば
そ
れ
ぞ
れ
の
支
所

は
機
能
し
な
い
の
で
、
職
員
一
人

ひ
と
り
の
能
力
を
向
上
さ
せ
な
い

と
い
け
な
い
。

　
広
報
紙
で
情
報
を
収
集
す
る
こ

と
は
若
者
で
も
出
来
る
が
、
な
か

な
か
読
も
う
と
し
な
い
の
で
、
こ

の
あ
た
り
の
意
識
改
革
も
必
要
だ

と
思
う
。

�

【
司
会
】
財
政
が
こ
の
様
な
状
況

に
な
っ
た
背
景
に
つ
い
て
、
市
長

は
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
？�

【
市
長
】
国
の
施
策
そ
の
も
の
が

画
竜
点
睛
を
欠
く
（
最
後
の
仕
上

げ
に
不
十
分
な
と
こ
ろ
が
あ
る
意

味
）
と
い
う
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ

る
。
自
由
競
争
の
原
理
を
導
入
す

る
の
は
非
常
に
い
い
こ
と
だ
が
、

そ
れ
は
結
局
参
入
も
自
由
、
撤
退

も
自
由
と
い
う
こ
と
。
競
争
原
理

が
働
く
と
こ
ろ
は
便
利
に
な
る
が
、

そ
れ
が
伴
わ
な
い
離
島
、
過
疎
地

な
ど
は
ど
ん
ど
ん
不
便
に
な
る
。

経
済
の
原
理
原
則
だ
け
で
社
会
が

動
い
て
い
く
の
で
あ
れ
ば
政
治
は

い
ら
な
い
。
陰
の
部
分
、
暗
い
部

分
に
光
を
当
て
る
の
が
政
治
で
あ

る
な
ら
ば
、
今
ま
さ
に
政
治
の
根

幹
が
問
わ
れ
て
い
る
と
思
う
。

【
宮
本
】
財
政
危
機
の
中
で
も
、

市
民
が
夢
を
持
て
る
よ
う
な
や
り

方
が
あ
り
、
市
長
や
職
員
が
知
恵

を
出
せ
ば
十
分
対
応
で
き
る
と
思

う
。

　
自
治
体
は
財
政
事
情
を
住
民
に

公
表
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
る
が
、
広
報
紙
に
は
専
門
的

な
文
面
が
多
く
、
一
般
の
人
が
見

て
も
理
解
出
来
な
い
。
専
門
用
語

を
使
わ
ず
み
ん
な
が
理
解
で
き
る

よ
う
な
広
報
を
し
て
も
ら
い
た
い
。

ま
た
、
高
い
航
空
運
賃
で
は
対
馬

の
観
光
は
成
り
立
た
な
い
の
で
、

航
空
運
賃
を
下
げ
る
努
力
を
し
て

ほ
し
い
。

【
市
長
】
今
の
対
馬
の
状
況
は
、

ト
ン
ネ
ル
の
中
に
い
る
よ
う
な
も

の
。
こ
れ
を
や
れ
ば
す
ぐ
に
良
く

な
る
と
い
っ
た
特
効
薬
が
な
い
だ

け
に
、
漢
方
薬
で
も
処
方
し
て
意

識
改
革
を
行
わ
な
い
と
い
け
な
い
。

役
所
で
も
税
金
の
徴
収
等
の
職
員

は
午
後
１
時
に
出
勤
し
、
午
後
10

●宮 本 豊 月（77歳、上県町瀬田）
　元上県町議会議員（連続７期28年間）
●山 代 博 康（67歳、厳原町久田）
　元久田小学校校長（教師歴40年）
●阿比留志郎（33歳、豊玉町仁位）
　社会福祉法人梅仁会理事長
●松 村 良 幸（64歳、対馬市長）

「
行
政
担
当
者
は
説
明
責
任
を
」と�

語
る
山
代
氏�

「財政に対し危機感がないのでは」と�
語る宮本氏�

　
各
分
野
の
市
民
の
皆
さ
ん
が
、
対
馬
市
の
抱
え
る
問
題
や
将
来
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
市
長
と
対
談
す
る
今
年
度
第
１
回
目
の
「
市
長
と
語
る
」
が
、
12
月
26
日
に
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
今
回
は
、
「
対
馬
市
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
容
（
抜
粋
）
は
次
の
と
お
り
で
す
。

対
馬
市
の
財
政
状
況
を
考
え
る  

「
市
長
と
語
る
」

出席者プロフィール（敬称略：順不同）�
�
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時
ま
で
仕
事
を
す
る
変
更
勤
務
時

間
や
時
間
外
手
当
て
の
７
割
カ
ッ

ト
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま

た
、
特
に
子
ど
も
た
ち
に
夢
や
希

望
を
灯
す
よ
う
に
し
な
い
と
い
け

な
い
。
ま
さ
か
り
ド
リ
ー
ム
ス
に

参
加
し
た
少
年
の
目
は
輝
い
て
い

る
。
子
ど
も
に
夢
や
ロ
マ
ン
を
見

さ
せ
る
ス
テ
ー
ジ
が
ま
さ
か
り
ド

リ
ー
ム
ス
で
で
き
上
が
っ
た
と
捉

え
て
も
ら
い
た
い
。

【
司
会
】
お
金
の
使
わ
れ
方
で
何

か
質
問
は
？�

【
山
代
】
職
員
の
変
更
勤
務
時
間

は
非
常
に
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
り
、

市
民
も
職
員
に
対
し
て
一
生
懸
命

や
っ
て
い
る
な
と
実
感
を
持
つ
の

で
は
な
い
か
。

【
司
会
】
対
馬
市
民
一
人
当
た
り

の
市
債
残
高
が
、
平
成
17
年
度
末

で
約
１
６
３
万
円
と
な
っ
て
ま
す

が
、
こ
れ
に
つ
い
て
心
配
は
？�

【
阿
比
留
】
広
報
紙
を
読
ん
だ
が
、

理
解
す
る
の
は
難
し
く
、
そ
れ
な

り
に
勉
強
し
な
い
と
い
け
な
い
と

感
じ
た
。

　
財
政
健
全
化
へ
向
け
た
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
行
政
改
革
大
綱
等

が
あ
る
が
、
分
厚
く
時
間
が
か
か

り
と
て
も
読
み
切
れ
な
い
。
情
報

を
も
っ
と
わ
か
り
や
す
く
知
ら
せ

る
体
制
を
講
じ
て
ほ
し
い
。

【
宮
本
】
広
報
紙
に
対
馬
市
の
経

常
収
支
比
率
が
９
８
・
２
％
と
書

い
て
あ
っ
た
の
を
見
て
驚
い
た
。

そ
う
い
う
状
況
の
中
で
な
ぜ
有
線

テ
レ
ビ
な
の
か
。
そ
れ
以
外
で
も

借
金
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
中
、

こ
れ
以
上
借
金
を
増
や
し
て
や
れ

る
の
か
。

【
山
代
】
夢
や
希
望
が
持
て
る
対

馬
を
つ
く
る
た
め
に
は
、
今
あ
る

も
の
を
使
っ
て
雇
用
対
策
に
つ
な

げ
る
こ
と
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

例
え
ば
、
イ
ノ
シ
シ
を
有
害
鳥
獣

で
終
わ
ら
せ
る
の
で
は
な
く
、
プ

ラ
ス
に
活
用
す
る
方
法
な
ど
。
長

崎
の
式
見
で
は
、
ボ
タ
ン
鍋
を
食

べ
さ
せ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

　
ま
た
、
対
馬
市
交
流
セ
ン
タ
ー

が
で
き
、
百
数
十
人
の
雇
用
が
生

ま
れ
た
と
い
う
の
は
非
常
に
い
い

こ
と
。
競
争
原
理
を
う
ま
く
持
ち

込
ん
で
成
功
し
た
事
例
だ
と
思
う
。

企
業
誘
致
は
対
馬
の
美
し
い
自
然

を
破
壊
し
な
い
産
業
の
誘
致
が
条

件
。

【
阿
比
留
】
私
ど
も
の
事
業
所
に

も
よ
く
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
方
が
来

て
雇
用
促
進
事
業
の
取
り
組
み
を

依
頼
さ
れ
る
が
、
今
後
は
対
馬
市

も
加
わ
り
全
体
で
話
し
合
っ
て
総

合
的
な
計
画
が
立
て
ら
れ
る
よ
う

お
願
い
し
た
い
。

【
市
長
】
財
政
が
厳
し
い
か
ら
こ

そ
、
将
来
に
対
す
る
投
資
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
政
府
がe

‐

Jap
an

計
画
と
い
っ
て
、
世
界
に

冠
た
る
情
報
国
家
を
作
ろ
う
と
進

め
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
は
情
報
の

共
有
が
な
い
と
い
け
な
い
。

　
テ
レ
ビ
の
再
送
信
や
市
の
広
報

だ
け
だ
っ
た
ら
無
意
味
な
こ
と
。

整
備
し
て
い
る
の
は
福
祉
医
療
、

教
育
、
産
業
な
ど
あ
ら
ゆ
る
面
で

利
用
で
き
る
シ
ス
テ
ム
。
有
線
テ

レ
ビ
に
は
一
般
財
源
で
約
15
億
円

必
要
だ
が
、
設
備
が
で
き
た
ら
Ｉ

Ｐ
電
話
（
注
）
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
た
め
、
島
内
の
年
間
の
固
定
電

話
の
通
話
料
金
約
１
億
５
千
万
が

無
料
に
な
る
。
10
年
た
つ
と
15
億

円
と
な
り
結
局
手
出
し
は
無
く
な

る
。
ま
た
、
他
の
こ
と
が
手
一
杯

に
な
ら
な
い
よ
う
に
や
っ
て
い
る
。

【
宮
本
】
利
便
性
を
考
え
る
と
有

線
テ
レ
ビ
は
正
し
い
と
思
う
が
、

対
馬
の
人
口
推
移
を
考
え
た
場
合
、

我
々
年
寄
り
だ
け
に
な
っ
た
と
き

に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
、
使
い
き

れ
な
い
人
も
実
際
の
と
こ
ろ
多
い
。

ま
た
、
月
７
万
位
の
年
金
受
給
者

が
使
用
料
を
毎
月
払
え
る
の
か
と

い
う
問
題
が
こ
れ
か
ら
出
て
く
る

の
で
は
な
い
か
。

【
市
長
】
使
用
料
は
き
ち
ん
と
計

算
し
た
上
で
一
世
帯
当
た
り
千
円

を
考
え
て
い
る
。
運
営
は
民
間
に

や
っ
て
も
ら
う
の
で
、
あ
と
負
の

部
分
は
出
て
こ
な
い
。
時
代
が
大

き
く
変
わ
っ
て
き
て
い
る
中
、
考

え
方
を
変
え
な
い
限
り
対
馬
の
明

日
は
な
い
。
そ
の
た
め
に
も
情
報

の
共
有
が
必
要
。

【
宮
本
】
私
は
日
本
が
嫌
う
も
の

を
持
っ
て
こ
な
い
と
対
馬
の
経
済

は
よ
く
な
ら
な
い
と
思
う
。
原
子

力
発
電
所
の
使
用
済
み
核
燃
料
施

設
が
で
き
る
と
多
く
の
補
助
金
が

来
る
。
そ
の
く
ら
い
思
い
切
っ
た

施
策
を
考
え
な
い
と
対
馬
の
財
政

は
よ
く
な
ら
な
い
と
思
う
。

【
市
長
】
人
口
が
３
年
間
で
２
０

０
０
人
減
っ
た
。
島
内
の
各
集
落

に
空
き
家
が
た
く
さ
ん
出
て
い
る

の
が
現
状
。
今
７
０
０
万
人
の
退

職
を
控
え
た
団
塊
の
世
代
が
全
国

に
お
り
、
彼
ら
に
対
す
る
ビ
ジ
ネ

ス
が
拡
大
し
て
い
る
。
上
対
馬
の

舟
志
の
学
校
跡
地
に
農
業
法
人
が

で
き
る
予
定
だ
が
、
そ
こ
に
団
塊

の
世
代
の
人
達
を
引
き
入
れ
よ
う

と
東
京
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

（
注
）
Ｉ
Ｐ
電
話
＝
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
電
話
サ
ー
ビ
ス
の
こ
と
。

「
政
策
を
分
か
り
や
す
く
知
ら
せ
る
体�

制
を
」と
語
る
阿
比
留
氏�
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り
公
募
し
た
ら
１
７
０
０
人
ぐ
ら

い
の
応
募
が
あ
っ
た
。
今
後
は
特

に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
情
報

基
盤
が
重
要
に
な
り
、
整
備
さ
れ

て
い
な
い
と
人
も
来
な
い
。
対
馬

で
は
雇
用
対
策
が
一
番
の
課
題
。

企
業
誘
致
が
し
や
す
い
よ
う
基
盤

整
備
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
だ
。

【
山
代
】
有
線
テ
レ
ビ
に
つ
い
て

は
、
平
成
23
年
の
地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
の
開
始
に
よ
っ
て
各
地
域
が

持
っ
て
い
る
受
信
シ
ス
テ
ム
に
お

金
を
か
け
な
い
と
い
け
な
い
が
、

と
て
も
地
域
で
は
で
き
な
い
よ
う

な
金
額
に
な
る
。
だ
か
ら
国
の
補

助
金
が
出
る
う
ち
に
や
っ
て
お
く

の
が
い
い
と
思
う
。

【
市
長
】
縦
貫
道
路
も
な
か
っ
た

昔
は
樽
ヶ
浜
か
ら
船
で
渡
っ
て
い

た
。
対
馬
の
税
収
は
30
億
円
も
な

い
。
こ
の
ぐ
ら
い
の
税
収
で
は
整

備
で
き
る
は
ず
が
な
い
。
昔
の
議

員
や
町
長
は
よ
く
や
っ
て
い
る
と

思
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
れ
だ

け
国
の
金
を
多
く
引
き
出
し
、
道

路
、
漁
港
、
港
湾
、
圃
場
整
備
、

学
校
な
ど
が
整
備
さ
れ
て
き
た
。

今
は
そ
の
結
果
で
苦
し
ん
で
い
る

が
、
月
賦
社
会
を
先
取
り
し
た
の

が
対
馬
で
は
な
い
か
と
思
う
。
今

は
あ
る
程
度
基
盤
整
備
が
で
き
た

の
で
、
今
後
は
取
捨
選
択
し
な
が

ら
や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

【
阿
比
留
】
厳
し
い
状
況
の
中
で
、

夢
の
あ
る
事
業
を
す
る
に
は
明
確

な
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
た
な
い
と
い
け

な
い
と
思
う
。

　
福
祉
の
こ
と
で
言
え
る
の
は
、

今
ま
で
は
各
法
人
が
そ
れ
ぞ
れ
に

事
業
の
計
画
を
立
て
構
想
を
練
っ

て
き
た
が
、
今
は
あ
る
程
度
施
設

な
り
で
き
て
い
る
の
で
、
今
後
は

対
馬
全
体
で
考
え
て
い
か
な
い
と

い
け
な
い
と
思
う
。

　
ま
た
、
子
育
て
に
つ
い
て
は
、

若
者
は
子
供
を
産
ん
で
働
こ
う
に

も
働
け
な
い
事
情
が
あ
る
。
核
家

族
化
が
進
む
こ
と
で
自
分
た
ち
で

子
供
を
み
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
仕

事
に
影
響
が
出
る
か
ら
働
け
な
い

と
い
う
よ
う
な
。
解
決
す
る
に
は

事
業
所
、
市
、
家
庭
の
す
べ
て
の

協
力
が
あ
っ
て
対
馬
流
の
子
育
て

支
援
が
で
き
る
と
思
う
。

【
司
会
】
最
後
に
一
言
づ
つ
ど
う

ぞ�【
宮
本
】
韓
国
と
の
人
的
な
交
流

が
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
る
が
非
常

に
い
い
こ
と
。
今
後
は
そ
れ
か
ら

一
歩
進
ん
で
、
産
業
面
に
何
と
か

活
用
が
で
き
る
よ
う
な
交
流
が
必

要
だ
と
思
う
。

【
山
代
】
市
役
所
は
３
万
８
千
人

程
の
島
民
に
対
し
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
が
低
下
し
な
い
程
度
で
あ
る
べ

き
姿
に
な
る
よ
う
な
削
減
は
考
え

て
も
ら
い
た
い
。
ま
た
、
議
会
の

皆
様
に
も
少
し
痛
み
を
分
か
ち
合

っ
て
も
ら
い
た
い
。
定
数
は
20
人

ぐ
ら
い
で
適
当
だ
と
思
う
。
ま
た
、

母
親
た
ち
の
意
見
と
し
て
、
幼
稚

園
機
能
と
保
育
所
機
能
を
合
体
さ

せ
た
も
の
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
。

最
後
に
、
健
康
な
市
民
づ
く
り
に

力
を
入
れ
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
軽

ス
ポ
ー
ツ
を
奨
励
し
、
健
康
な
市

民
が
保
険
税
を
た
く
さ
ん
使
わ
な

く
て
い
い
よ
う
な
施
策
を
や
っ
た

ら
ど
う
か
。

【
阿
比
留
】
幼
稚
園
と
保
育
園
一

体
型
の
施
設
が
で
き
た
場
合
、
あ

る
一
定
の
地
域
の
方
が
そ
れ
を
利

用
で
き
な
い
と
い
う
の
は
す
ご
く

マ
イ
ナ
ス
。
あ
る
程
度
距
離
が
あ

る
の
は
仕
方
な
い
と
思
う
が
、
ど

こ
の
地
区
の
方
も
そ
れ
を
利
用
で

き
る
よ
う
な
体
制
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
っ
て
も
ら
い
た
い
。
ま

た
、
若
者
が
も
っ
と
行
政
に
興
味

を
持
ち
、
行
政
の
事
情
や
内
情
が

分
か
る
よ
う
な
体
制
づ
く
り
を
進

め
て
も
ら
い
た
い
。

【
市
長
】
放
射
性
廃
棄
物
の
問
題

は
、
基
幹
産
業
で
あ
る
漁
業
、
農

業
な
ど
第
一
次
産
業
へ
の
風
評
被

害
が
あ
る
の
と
、
も
う
少
し
皆
さ

ん
が
論
議
を
す
る
べ
き
じ
ゃ
な
い

か
と
思
う
。

　
幼
稚
園
は
昼
ま
で
な
の
で
、
子

育
て
支
援
に
な
か
な
か
な
ら
な
い
。

保
育
所
と
一
緒
に
す
る
と
い
う
こ

と
も
今
後
の
課
題
だ
ろ
う
し
、
福

祉
に
携
わ
る
人
が
対
馬
の
福
祉
が

ど
う
あ
る
べ
き
か
、
市
と
い
っ
し

ょ
に
考
え
て
行
く
べ
き
だ
。

　
ま
た
、
今
や
っ
と
対
馬
の
国
境

政
策
が
国
で
も
論
じ
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
対
馬
は
太
古
の
昔
か

ら
外
か
ら
の
侵
略
を
受
け
続
け
て

き
た
歴
史
が
あ
る
。
今
、
国
境
に

対
す
る
考
え
方
が
国
の
方
で
も
大

き
く
な
っ
て
き
た
の
で
、
こ
れ
か

ら
国
も
動
き
だ
す
と
思
う
。
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　11月18日午前１時頃、厳原港入口付近で発生した漁
船と貨物船の衝突事故で、火災が発生した漁船から男
性を救助した漁船「直丸」の小松幸則船長（49歳・厳
原町久田）と、「大政丸」の大久保政治船長（59歳・
福岡市東区）の２名に、第７管区海上保安本部長表彰
が贈られました。
　小松船長は漁を終えて港に帰る途中、仲間の船が貨
物船と衝突し、スクリューにロープが絡まり航行でき
なくなったため、直ちにロープの除去作業を開始し、
付近で漁を行っていた大久保船長に協力を要請。駆け
つけた大久保船長と協力し、炎上する漁船から頭部等
を負傷した男性を救助しました。
　調理等に使用するため漁船にはプロパンガスのボン
ベが積んであり、引火した場合爆発する危険性がある
中、２人の勇気ある行動により尊い命が救われました。
「怖いなんて言っていられない。命が助かってなによ
り」と２人は口をそろえて話していました。

　上対馬温泉「渚の湯」は、「日本の渚百選」の三
宇田浜海水浴場に隣接し、美肌効果に良いとされる
弱アルカリ性の泉質です。当施設では、水平線を望
むゆったりとした大浴場、サウナ、バイブラー
（泡風呂）、ジェットバス、うたせ湯、露天風呂を
男湯・女湯ともに完備しています。
上対馬温泉「渚の湯」
上対馬町西泊1217番地８　☎0920（86）4568

■営業時間　午後１時から午後９時まで
■休 館 日　毎週水曜日
※露天風呂は１月４日から３月31日まで休止させ
て頂きます。

火災漁船から男性を救助�

上対馬温泉「渚の湯」

　
１
月
１
日
付
け
で
対
馬
市
の
新

し
い
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
渡
辺

久
美
子
さ
ん
（
56
歳
）
が
就
任
し

ま
し
た
。

　
渡
辺
さ
ん
は
元
養
護
教
諭
で
、

昭
和
46
年
に
厳
原
町
立
金
田
小
中

学
校
を
初
任
校
に
、
平
成
10
年
の

退
職
ま
で
同
町
厳
原
中
学
校
、
上

県
町
の
久
原
、
佐
須
奈
小
中
学
校
、

上
対
馬
町
の
比
田
勝
中
学
校
に
勤

務
し
、
そ
の
後
は
、
新
任
養
護
教

諭
の
研
修
担
当
、
県
非
常
勤
講
師
、

学
校
相
談
員
な
ど
を
経
て
、
現
在

で
は
市
内
の
不
登
校
の
小
中
高
生

に
居
場
所
を
提
供
し
て
い
る
フ
リ

ー
ス
ペ
ー
ス
「
み
ち
し
る
べ
」
の

指
導
員
や
「
地
域
で
子
育
て
を
楽

し
む
会
」
等
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

菅
野
慶
全
さ
ん
（
峰
町
志
多
賀
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
再
任�

　
５
期
に
わ
た
り
人
権
擁
護
委
員

を
務
め
た
菅
野
慶
全
さ
ん
が
再
任

さ
れ
ま
し
た
。

　
両
氏
と
も
任
期
は
平
成
19
年
１

月
１
日
か
ら
平
成
21
年
12
月
31
日

ま
で
の
３
年
間
で
す
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
国
民
の
基

本
的
人
権
の
監
視
、
救
済
な
ど
の

処
置
、
人
権
思
想
の
普
及
高
揚
な

ど
を
使
命
と
し
法
務
大
臣
よ
り
委

嘱
さ
れ
ま
す
。

　
現
在
、
市
内
で
は
12
名
の
人
権

擁
護
委
員
さ
ん
が
活
躍
し
て
い
ま

す
。

表彰状を贈られた小松幸則船長（左）と大久保政治船長�

新
人
権
擁
護
委
員
に�

渡
辺
久
美
子
さ
ん
が
就
任�

　
　
　
　
　
　
　
（
厳
原
町
久
田
）�

【担当：豊玉町仁位（下地区）】
　　　　　☎ 5 8 - 0 4 2 8

　前委員の退任により、平
成18年12月25日から新たに
就任されました。
　日常生活での悩み等ござ
いましたら、お気軽にご相
談ください。なお、任期は
平成19年11月30日まで。

新 民生委員・児童委員の
津屋秀則さんです。

―オープン３周年を迎えました―�

なおまる

せい じ

ゆきのり

たいせいまる

き
ょ
う
　ぜ
ん
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12
月
6
日
、
長
崎
市
で
開
か
れ

た
第
44
回
長
崎
県
水
産
加
工
振
興

祭
の
水
産
製
品
品
評
会
で
、
美
津

島
町
尾
崎
の
（有）
西
山
水
産
（
西
山

文
利
社
長
）が
出
品
し
た「
バ
リ
の

フ
ィ
ー
レ
」
が
、
企
業
加
工
の
部

で
県
知
事
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　
同
振
興
祭
は
、
水
産
加
工
業
者

の
生
産
技
術
向
上
と
消
費
拡
大
を

目
的
に
毎
年
実
施
さ
れ
て
お
り
、

品
評
会
に
は
煮
干
し
類
、
ね
り
製

品
な
ど
の
５
部
門
に
４
０
９
点
が

出
品
さ
れ
、
味
や
見
た
目
な
ど
を

専
門
家
が
審
査
し
ま
し
た
。

　
受
賞
し
た「
バ
リ
の
フ
ィ
ー
レ
」

は
、
浅
茅
湾
で
捕
れ
た
新
鮮
な
バ

リ
を
加
工
し
た
も
の
。

　
同
社
で
は
、
定
置
網
に
か
か
り

水
揚
げ
さ
れ
て
も
売
れ
ず
に
捨
て

ら
れ
て
い
た
バ
リ
に
目
を
向
け
５

年
前
か
ら
加
工
販
売
に
取
り
組
み
、

現
在
で
は
厳
原
の
ス
ー
パ
ー
で
の

店
頭
販
売
と
直
接
販
売
で
年
間
約

１
ト
ン
を
出
荷
し
て
い
ま
す
。
お

い
し
い
と
消
費
者
か
ら
の
評
判
も

い
い
そ
う
で
す
。

　
西
山
社
長
は
「
初
出
品
で
の
受

賞
に
驚
い
て
い
ま
す
。
今
後
も
自

分
で
捕
っ
た
魚
の
付
加
価
値
を
高

め
、
販
売
に
力
を
入
れ
て
い
き
た

い
。
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
家
庭
か
ら
で
る
生
ご
み
を
利
用

し
て
栽
培
し
た
野
菜
の
味
を
競
う

第
１
回「
元
気
野
菜
コ
ン
テ
ス
ト
」

が
１
月
21
日
、
豊
玉
地
区
公
民
館

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
家
庭
か
ら
出
る
ご
み
の
約
４
割

を
占
め
る
と
い
わ
れ
る
生
ご
み
を

リ
サ
イ
ク
ル
資
源
と
し
て
活
用
し
、

ご
み
の
削
減
を
図
ろ
う
と
対
馬
市

保
健
環
境
連
合
会
が
主
催
し
た
も

の
で
、
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
市
内
の

主
婦
ら
19
名
が
育
て
た
大
根
、
人

参
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
白
菜
な
ど
の
色

鮮
や
か
な
「
元
気
野
菜
」
が
出
品

さ
れ
ま
し
た
。

「
元
気
野
菜
」と
は
、
生
ご
み
を
微

生
物
の
力
で
分
解
し
、
土
に
戻
し

て
栽
培
し
た
野
菜
の
こ
と
で
、
栄

養
価
が
高
く
野
菜
本
来
の
味
を
持

つ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
自

然
と
食
物
と
人
と
の
つ
な
が
り
に

つ
い
て
考
え
る
「
食
育
」
の
分
野

で
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、
厳
原
町
の

樺
島
カ
ツ
江
さ
ん
が
育
て
た
カ
ブ

が
最
優
秀
賞
を
獲
得
。
「
こ
ん
な

に
お
い
し
い
野
菜
は
は
じ
め
て
」

「
す
ご
く
み
ず
み
ず
し
い
」と
審
査

員
も
絶
賛
し
て
い
ま
し
た
。

【
そ
の
他
の
結
果
】
敬
称
略

▽
優
秀
賞
＝
平
松
綾
子
（
豊
玉
）

▽
が
ん
ば
っ
た
で
賞
＝
玖
須
和
恵

（
上
対
馬
）・
双
須
富
子（
峰
）
▽
き

れ
い
で
賞
＝
吉
副
美
千
代
（
上
対

馬
）
▽
お
ど
ろ
い
た
で
賞
＝
豊
田

精
国（
美
津
島
）・
国
分
愛
子
（
厳

原
）

　
平
成
18
年
12
月
に
め
で
た
く
99

歳
を
迎
え
ら
た
吉
田
ト
シ
コ
さ
ん

に
、
敬
老
祝
い
金
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。

　
家
族
と
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「
浅
茅
の
丘
」の
利
用
者
ら
が
見
守

る
中
、
賞
状
と
祝
い
金
が
永
尾
助

役
か
ら
渡
さ
れ
る
と
、
「
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
笑
顔
で
お

礼
を
言
っ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
元
気
で
長
生
き
し

て
く
だ
さ
い
。
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バリのフィーレ�

西
山
水
産
の

西
山
水
産
の「
バ
リ
の
フ
ィ
ー
レ
」

バ
リ
の
フ
ィ
ー
レ
」�

　
県
水
産
加
工
振
興
祭
で
長
崎
県
知
事
賞
に
輝
く
！

県
水
産
加
工
振
興
祭
で
長
崎
県
知
事
賞
に
輝
く
！�

西
山
水
産
の「
バ
リ
の
フ
ィ
ー
レ
」�

　
県
水
産
加
工
振
興
祭
で
長
崎
県
知
事
賞
に
輝
く
！�

か
ば
し
ま

出品された元気野菜を品評する審査員�

最優秀賞を獲得したカブ�

賞状を受け取る吉田トシコさん�

生
ご
み
か
ら
生
ま
れ
た
新
鮮
野
菜
が
勢
揃
い

生
ご
み
か
ら
生
ま
れ
た
新
鮮
野
菜
が
勢
揃
い�

          

　
元
気
野
菜
コ
ン
テ
ス
ト

元
気
野
菜
コ
ン
テ
ス
ト�

生
ご
み
か
ら
生
ま
れ
た
新
鮮
野
菜
が
勢
揃
い�

          

　
元
気
野
菜
コ
ン
テ
ス
ト�

社
長
の
西
山
文
利
さ
ん�

（有）�（有）�

吉
田
ト
シ
コ
さ
ん�

（
峰
町
佐
賀
）�



　1月14日、上対馬町の浜久須運動公園体育館で、上対

馬町武道始大会（剣道）が開催され、小学生54名、中

学生16名が参加しました。年が明けて初めての大会に、

選手たちは新たな気持ちで試合に臨んでいました。

【大会結果】敬称略�

団体戦▼小学生低学年①比田勝少年剣道クＡ ②護道会

③南陽少年剣道クＡ、比田勝少年剣道クＢ ▼小学生高

学年①南陽少年剣道ク②豊少年剣道クＡ ▼中学生①護

道会②比田勝中学校Ｃ

個人戦優勝者▼小学1・2年（奥川琴未）▼小学3年（小

川孔嵩）▼小学4年（阿比留和弘）▼小学5年（佐伯篤哉）

▼小学6年（小茂田史士）▼小学生女子（庄司有希）▼中学

1年（内山敬志郎）▼中学2・3年（内山琢巳）

　
１
月
４
〜
７
日
ま
で
、
上
県
町

国
際
交
流
協
会
と
釜
山
市
の（
財
）

内
院
少
年
団
と
の
冬
季
ス
キ
ー
国

際
交
流
が
釜
山
市
ハ
ム
ジ
ゴ
ル
修

練
館
と
忠
清
北
道
の
水
安
保
ス
キ

ー
場
で
開
催
さ
れ
、
佐
須
奈
中
学

校
と
佐
護
中
学
校
の
生
徒
12
名

（
男
子
５
名
、女
子
７
名
）が
、内
院

少
年
団
13
名（
男
子
８
名
、女
子
５

名
）
と
交
流
し
ま
し
た
。

　
両
団
体
は
３
年
前
か
ら
毎
年
、

夏
季
と
冬
季
に
お
互
い
の
国
を
訪

問
し
交
流
を
行
っ
て
お
り
、
ス
キ

ー
交
流
は
今
回
が
２
回
目
。
夏
は

内
院
少
年
団
が
対
馬
を
訪
問
し
シ

ー
カ
ヤ
ッ
ク
体
験
や
海
水
浴
を
楽

し
み
、
冬
に
は
対
馬
の
子
ど
も
た

ち
が
韓
国
へ
渡
り
、
地
元
で
は
で

き
な
い
ス
キ
ー
を
体
験
す
る
な
ど

し
て
親
睦
を
深
め
て
い
ま
す
。
メ

ン
バ
ー
の
中
に
は
昨
年
か
ら
の
参

加
者
も
数
名
い
て
、
久
し
ぶ
り
の

再
会
を
喜
び
ま
し
た
。

　
交
流
団
は
、
貸
し
切
り
バ
ス
で

早
朝
に
ハ
ム
ジ
ゴ
ル
修
練
館
を
出

発
。
高
速
道
路
で
３
時
間
半
を
か

け
て
ス
キ
ー
場
に
到
着
す
る
と
、

子
ど
も
た
ち
は
基
礎
講
習
と
自
由

ス
キ
ー
班
に
分
か
れ
ス
キ
ー
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　1月13日、上対馬町文化協会主催の「平

成19年かみつしま新春囲碁将棋大会」が、

上対馬総合センターで開催されました。

　大会には小中学生及び一般から41名が

参加。盤上では、白熱した頭脳戦が繰り

広げられました。

　この大会の参加者は平成17年は26人、

18年は36人と年々増加傾向にあり、人気

の高まりがうかがえます。

【
大
会
結
果（
各
一
位
）】敬
称
略

○
囲
碁
大
会

・
一
般
の
部
　
　

白
石
　
淳

・
小
中
学
生
の
部
　
比
田
勝
翔

○
将
棋
大
会

・
一
般
の
部

　
　
松
尾
　
裕

・
小
中
学
生
の
部
　
糸
瀬
宏
昭
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ス
キ
ー
を
通
し
て
国
際
交
流

ス
キ
ー
を
通
し
て
国
際
交
流�

　
　
上
県
町
の
中
学
生
と
釜
山
市
内
院
少
年
団

　
　
上
県
町
の
中
学
生
と
釜
山
市
内
院
少
年
団�
ス
キ
ー
を
通
し
て
国
際
交
流�

　
　
上
県
町
の
中
学
生
と
釜
山
市
内
院
少
年
団�

ネ
ウ
ォ
ン

ネ
ウ
ォ
ン

ネ
ウ
ォ
ン

ネ
ウ
ォ
ン

ネ
ウ
ォ
ン�

ネ
ウ
ォ
ン�

チ
ュ
ン
チ
ョ
ン

ス

ア

ン

ボ

かみつしま 新春囲碁将棋大会�上対馬町武道始大会�
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　1月21日、上対馬町青少年健全育成連絡協議会

主催の「第16回上対馬町少年の主張大会」が、上

対馬総合センターで開催され、町内の各小中学校

及び上対馬高校の代表16名が出場しました。

　日常生活の中で感じたことを、堂々と発表する

姿に、会場の観衆は感心した表情で聴き入ってい

ました。

【審査結果】(敬称略）

○小学生の部 最優秀賞「自分にしかできないこと」

谷口隼斗（南陽小5年）

○中学生の部 最優秀賞「きれいな海を守るために」

木村眞子（比田勝中2年）

○高校生の部 優 秀 賞「陸上と感謝の気持ち」

武末真輔（上対馬高校1年）

　1月14日、上県地区公民館で第20回上県町少年

の主張発表大会が開催され、町内の小中学生・高

校生の代表者11名が出場。学校生活、環境問題、世

界平和やいじめの問題など、日頃直面している諸

問題に対して自分の意見を会場一杯の来場者の前

で堂々と発表しました。

【審査結果】（敬称略）

○小学生の部 優 秀 賞 「友達」

小宮成美（佐須奈小6年）

○中学生の部 最優秀賞「心のクリーンアップ作戦」

上野航平（久原中2年）

優 秀 賞 「テニス＝かけ算」

平山卓磨（佐護中2年）

○高校生の部 優 秀 賞 「高校生活について」

糸瀬琢規（上対馬高校2年）

�

tsushima city community magazine
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上県町少年の主張発表大会� 上対馬町少年の主張大会�

は や と

ま こ

しんすけ

なるみ

こうへい

たくま

たくみ

長崎県は森林を健全な姿で次の世代に引き継ぐために�

「環境重視」の森林づくり� 「県民協働」の森林づくり�
●水源の森の整備�
●樹木の生育を妨げる竹の伐採�
●台風などで倒れた森林の整備�
●作業路など、森林の手入れを�
　促す環境づくり�

●県民の皆さんの提案・参加によ�
　る森林づくり活動の支援�
�
【例】◆森林環境学習の支援�
　　◆里山など身近な森林の利活用�
　　◆森林ボランティア活動支援�
　　◆間伐材などの利用促進�
　　◆地域の森林づくり支援　など�

を平成19年4月から導入します。�『ながさき森林環境税』�
ながさき森林環境税は、森林を守り育てる取り組みに使います。�

ながさき森林環境税は、県民税に加算して納めていただきます。�

（県内に住所、家屋敷等がある方）�

※前年の合計所得が一定金額以下等によ�
　り、県民税均等割が非課税の方には課�
　税されません。� ※資本金等の額により、1,000円～40,000円�

個　人� 法　人�

税率：均等割額に年間500円�
（県内に事務所等がある法人等）�

ふるさとの森林を守り育てる税に、県民の皆さまのご理解とご協力をお願いいたします。�

税率：県民税均等割額の�
　　　5％相当額�

ながさき森林環境税に関するお問い合わせは� 長崎県�農林部林務課　☎095-895-2983�総務部税務課　☎095-895-2214�
�ホームページ：http//www.suisan.n-nourin.jp/oh/topix/rinmu-2.htm

長崎県からのお知らせ�
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金　京一、辛　恩京�対馬釜山事務所�
キム　　　　キョン イル　　　　シン　　　　 ウン ギョン

■男女が一緒に入るサウナが特徴！�
　チムジルバンを一言で言えば韓国式の健康ラン

ドです。チムジルバンの中を見ますと、「サウナ

エリア」と「大浴場」に分けられます。�

　サウナエリアでは、貸し出しのＴシャツと短パ

ンを着て入ります。全体の間取りは、真ん中に広

いオンドルの床があって壁の方に高温部屋、中温

部屋、塩部屋、セラミックス部屋、黄土部屋、宝

石の原石の熱窯、アイス部屋など、それぞれの特

色がある部屋があります。�

　これらの部屋を好きなように回りながら、汗を

流すというのがチムジルバンの楽しみ方です。特

に真ん中の広い床では、ごろごろ寝転んだり、お

しゃべりをしたり、漫画を読んだり、テレビを見

たりなど色んなことが出来ます。�

　チムジルバンには、サウナのほかにもマッサー

ジコーナー、売店、パソコンゲームコーナーに加

え、ＤＶＤが見れる部屋もあります。そして、食

堂も必ず備えてありますのでお腹がすいても問題

なく、一日中暖かく過ごすことが出来ます。サウ

ナでゆっくりした後、大浴場へ行ってお風呂に入

りさっぱりして家に帰ります。�

　チムジルバンの良さは、サウナエリアを男女共

用で使うので家族同士、友達同士、または恋人同

士で行って話をしたり、ご飯をたべたり、映画を

見たりなど、一緒に楽しめ

るということです。（大浴

場は勿論男女別です。）

皆様も今度釜山にいらっ

しゃったらチムジルバン

体験をしてみてはいかが

ですか？チムジルバンの

話をしたら、体がぽか

ぽかするような気がしま

す。�

■卒業生第2号が誕生�
　さて、最後に心が温まる話題をもうひとつ。対

馬から釜山へ留学している学生の中で、卒業生第

２号が誕生しました。美津島町今里出身の上野未

来さんが２月２３日、釜慶大学の国際通商学部を

卒業します。�

　留学生の中でも抜群の韓国語能力の持ち主であ

る上野さんが、これから社会人として韓日交流で

活躍されることを期待します。卒業おめでとうご

ざいます。�

韓国のチムジルバン韓国のチムジルバン対馬釜
山事務

所だよ
り�

■冬にもってこいのチムジルバン（韓国式健康ランド）�
　この季節は、コートの中まで入り込む冷たい風が歩くスピードをアップさせ、頭の中をずっと暖かい
物ばかり思い浮かばせる季節です。�
　こんな時、対馬の皆さんは何が思い浮かびますか？温泉、コタツ、おでん、鍋…。韓国人でしたら、オン
ドル、チムジルバン、キムチチゲ、たい焼き、焼き芋などです。�
　オンドルが韓国式の床暖房というのはご存知でしょう。キムチチゲは、今や日本でも珍しくない料理
ですね。�
　しかし、チムジルバンは何？と思う方が多いのではないでしょうか。今回はより冬にもってこいのチ
ムジルバンをご紹介します。�

チ
ム
ジ
ル
バ
ン
の
内
部�
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　税金は、一人ひとりが応分な負担をすることにより、市が行う生活基盤整備、医療、福祉、教育など市民の

生活や産業の振興等、まちづくり全般に要する経費の一部をまかなっている大切な財源です。�

　しかしながら、一部の滞納者によって税負担の不公平が生じ、また財政運営上も支障をきたしているのが現

状です。滞納税解消のため、納税相談や徴収強化月間の実施等により納税意識の高揚に努めています。�

　市民の皆さんのご協力をお願いします。�

�

tsushima city community magazine
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平成18年度　収納状況（12月末現在）�

市税の収納状況について�市�市�

市県民税（普通徴収）�

固定資産税�

軽自動車税�

国民健康保険税�

市県民税(特別徴収)�

法人税�

たばこ税�

鉱産税�

入湯税�

合計�

税　目　　　　　　管内別　　　  課税総額　　　  収入済額           未収入額            収納率�

本庁（厳原）�

美津島支所�

豊玉支所�

峰支所�

上県支所�

上対馬支所�

島外�

�

1,094,252,700   687,146,519     407,106,181         62.80%�

   663,548,800   410,344,240     253,204,560         61.84%�

   393,694,400   287,065,327     106,629,073         72.92%�

   240,842,635   166,757,735       74,084,900         69.24%�

   360,202,900   226,399,881 　 133,803,019         62.85%�

   394,842,800   285,737,442     109,105,358         72.37%�

   375,600,300   289,460,550       86,139,750         77.07%�

1,018,655,100   714,302,700 　 304,352,400         70.12%�

   145,698,591   145,698,591                       0       100.00%�

   199,396,833   177,329,117       22,067,716         88.93%�

            37,000            37,000                       0       100.00%�

       8,403,900       7,707,750            696,150         91.72%�

4,895,175,959   3,397,986,852    1,497,189,107         69.42%

《現年課税分》                                                                                                                               （単位：円）�

1,200�
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0
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90％�
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70％�

60％�

50％�

40％�

30％�

20％�

10％�

0％�

�
入
湯
税�

鉱
産
税�

た
ば
こ
税�

法
人
税�

特
別
徴
収�

島
外�

上
対
馬
支
所�

上
県
支
所�

峰
支
所�

豊
玉
支
所�

美
津
島
支
所�

本
庁
　
厳
原�

�

百万円�

課税総額�

収入済額�

収納率�



　税を納期限までに納付しないと、督促状や催告書を発送します。それでも納付されない場合は，電話や

個別訪問などで納付のお願いをしています。�

　また、滞納した場合には、税額とあわせて督促手数料や延滞金を納めていただきます。�

　更に、催告にも応じず滞納を続ける場合には、法律に基づいた財産調査後、滞納処分（給与・預貯金・

家賃などの債権や不動産などの差押など）を実施します。�

　滞納処分することが本来の目的ではありませんが、納期内に納税されている人との公平を保つためにも、

今後も滞納処分を強化していきます。�

　皆さんから市へ納めていただいている税金。まだ間に合うと思っているうちに納期限が過ぎてしまった経験

はありませんか？�

　納付書で納付される場合、金融機関窓口の取り扱い時間が、通常は午前9時から午後3時までとなっていま

す。そこで、銀行等が近くにないため不便であったり、多忙で窓口に行く余裕がなかったりする方のために口

座振替の制度があります。�

　口座振替を利用すれば、毎月25日（土日・祝日の場合、翌営業日）に自動的に納付されます。�

　手続きは、口座振替依頼書を預金口座のある金融機関等に提出していただくだけです。依頼書は下記金融機

関または市役所に設置してありますので、窓口でお尋ねください。�

　一度手続きをされると毎年、口座から引き落とすことができます。�
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■お問い合わせ先�

　対馬市役所税務課　納税班　☎０９２０（５３）６１１１�

　内線２３０、２４１～２４５�

市税の納付は、便利な口座振替で！�

口座振替を取り扱う金融機関　十八銀行 ・西日本シティ銀行 ・親和銀行 ・日本郵政公社�
　　　　　　　　　　　　　　長崎県信漁連�

税の滞納処分�

100万円以上の滞納者数・割合� 差押え件数�

管内別        滞納者数         割合�

本庁（厳原）           118           39%�

美津島支所             61           20%�

豊玉支所                32           10%�

峰支所                   23             8%�

上県支所                35           11%�

上対馬支所             25             8%�

島外                      11             4%�

合計                    305         100%

管内別       不動産    預貯金     給与    生命保険     合計�

本庁（厳原）         12          1          0           3        16�

美津島支所         10          0          0           1        11�

豊玉支所              2          0          0           0          2�

峰支所                 1          0          0           2          3�

上県支所              9          0          0         32        41�

上対馬支所           1          1          3           4          9�

島外                    2        12          3           9        26�

合計                  37        14          6         51      108
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〔問い合わせ先〕 �
北保健センター�
☎0920（84）2313

ヘルスメイ
トコーナー

�
ヘルスメイ

トコーナー
�

ヘルスメイ
トコーナー

�

（食生活改
善推進員）

（食生活改
善推進員）�（食生活改
善推進員）

（食生活改
善推進員）�

（食生活改
善推進員）�

食育推進活動の輪が広がっています！

①．もちはスープ皿などに入れ、ラップをしないで、電子レン     
　  ジ強で約1分加熱する。�
②．ミックスベジタブルを小鉢に入れ、水をひたひたになる程
　 度に加えてラップし、電子レンジ強で約2分加熱する。�
③．①と②を器につぎ分ける。�
④．卵スープの素を加え、熱湯を注ぐ�
一人分栄養価 ＝エネルギー　178キロカロリー　たんぱく質4.4ｇ�

●作り方�
�

小もち………………………8個（240g）�
卵スープの素………………………４袋�
ミックスベジタブル（ほうれん草でもよい。） …80g�
熱湯…………………………………適量�

●材料：（2人分）�

　今年度上対馬支部では、食育推進活動の一環として、「み

んなで 毎日 朝ごはん」をテーマに、管内の小中学校に出向い

て活動してきました。�

　11月18日（土）には、小学５～６年生の親子20名の参加の

もと、豊小中学校調理室で朝食づくりに取り組みました。�

　豊地区での食育推進活動は初めての試みで準備等に試行錯

誤しましたが、子どもたちは包丁も上手に使い手際よく作っ

ていました。�

　最後に保護者が読み手になって、厳原支部作成の「エコカ

ルタ」遊びを行い、笑いの絶えない楽しい時間を過ごすことが

できました。�

　何かと慌ただしい朝ですが、少しの工夫で栄養いっぱいの

メニューになります。しっかり食べて、健康づくりに心がけ

ましょう！�

上対馬支
部�

上対馬支
部�

○
１
回
目
／
２
月
23
日
（
金
）
午
後
１
時
〜
午
後
４
時�

　
　
　
　
　  

対
馬
市
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー（
厳
原
町
）�

○
２
回
目
／
３
月
２
日（
金
）午
後
１
時
〜
午
後
３
時
半�

　
　
　
　
　
　
　
対
馬
市
交
流
セ
ン
タ
ー
（
厳
原
町
）�

○
３
回
目
／
３
月
９
日
（
金
）
午
後
１
時
〜
午
後
４
時�

                    

対
馬
市
交
流
セ
ン
タ
ー
（
厳
原
町
）�

【
内
　
容
】�

　
①
体
力
測
定
②
転
倒
予
防
体
操
実
技
指
導 

③「
高
齢

　
者
の
介
護
予
防
と
転
倒
予
防
の
必
要
性
に
つ
い
て
」

　
長
崎
大
学
教
授
に
よ
る
講
話 

④「
骨
粗
鬆
症
の
予
防

　
と
食
生
活
に
つ
い
て
」
栄
養
士
に
よ
る
講
話
、
ヘ
ル

　
ス
メ
イ
ト
に
よ
る
試
食
な
ど�

【
対
象
者
】�

　
・
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
や
体
操
指
導
に
関
心
が
あ

　
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
興
味
が
あ
る
方
（
主
婦

　
の
方
・
働
き
盛
り
の
方
・
定
年
後
の
方
・
高
齢
の
方

　
で
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
）�

　「
何
か
し
て
み
た
い
な
あ
〜
。
ち
ょ
っ
と
だ
け
な
ら

　
私
に
も
で
き
る
か
も
。」そ
ん
な
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。�

【
申
し
込
み
先
】�

　
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
２
月
21
日（
水
）ま
で
に

南
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
申
込
み
下
さ
い
。�

　
南
保
健
セ
ン
タ
ー
　
☎
０
９
２
０（
５
２
）４
８
８
８�

転
倒
予
防
教
室

転
倒
予
防
教
室�

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
受
講
者
募
集

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
受
講
者
募
集�

転
倒
予
防
教
室�

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
受
講
者
募
集�

もち入り卵スープ�
（市販品、レンジを使って簡単スピーディな朝食♪）�

　
対
馬
市
で
は
地
域
で
転
倒
予
防
教
室�

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
と
一
緒�

に
教
室
開
催
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
ボ�

ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
養
成
講
座
を
次
の�

と
お
り
開
催
し
ま
す
。�

　
多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て�

い
ま
す
。�

�
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�����

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た

年
金
個
人
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
は
、

平
成
18
年
３
月
31
日
の
サ
ー
ビ
ス

開
始
か
ら
間
も
な
く
１
年
を
迎
え

ま
す
。�

　
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
24
時
間
３
６
５
日
い

つ
で
も
自
分
の
直
近
の
年
金
加
入

記
録
等
の
情
報
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
確
認
し
た
記
録

と
自
分
自
身
の
加
入
記
録
が
相
違

す
る
場
合
、
そ
の
時
点
で
記
録
調

査
の
申
し
出
も
で
き
ま
す
。�

�

■
詳
し
く
は�

　
社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ�

（h
ttp
://w
w
w
.sia.g

o
.jp
/

）�

���

　
国
民
年
金
は
20
歳
か
ら
60
歳
ま

で
加
入
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
お
り
、
60
歳
ま
で
は
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。�

　
保
険
料
を
納
め
ず
免
除
も
受
け

て
な
い
状
態
が
一
定
期
間
続
く
と�

�������

万
一
の
場
合
、
障
害
年
金
や
遺
族

年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
第
一
で
す
が
、
経
済
的
に
納
付

が
困
難
な
場
合
は
、
免
除
制
度
を

活
用
し
、
未
納
の
期
間
を
作
ら
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。�

�

■
問
い
合
わ
せ
先
■�

長
崎
北
社
会
保
険
事
務
所�

☎
０
９
５（
８
６
１
）１
２
１
１�

ま
た
は
、�

○
対
馬
市
役
所
市
民
生
活
部
市
民
課�

○
各
支
所
住
民
生
活
課
年
金
担
当
ま
で�

●
年
金
個
人
情
報
提
供

●
年
金
個
人
情
報
提
供�

　
　
シ
ス
テ
ム
の
ご
利
用
を

　
　
シ
ス
テ
ム
の
ご
利
用
を�

●
年
金
個
人
情
報
提
供

●
年
金
個
人
情
報
提
供�

　
　
シ
ス
テ
ム
の
ご
利
用
を

　
　
シ
ス
テ
ム
の
ご
利
用
を�

●
年
金
個
人
情
報
提
供�

　
　
シ
ス
テ
ム
の
ご
利
用
を�

１�●
未
納
期
間
は

●
未
納
期
間
は�

　
　
　
　
な
く
し
ま
し
ょ
う

　
　
　
　
な
く
し
ま
し
ょ
う�

●
未
納
期
間
は

●
未
納
期
間
は�

　
　
　
　
な
く
し
ま
し
ょ
う

　
　
　
　
な
く
し
ま
し
ょ
う�

●
未
納
期
間
は�

　
　
　
　
な
く
し
ま
し
ょ
う�

２�

社
会
保
険
事
務
局
の�

　
出
張
相
談
の
お
知
ら
せ�

◎
平
成
19
年
３
月
６
日（
火
）�

　
10
時
〜
17
時
ま
で�

　
対
馬
市
交
流
セ
ン
タ
ー�

　
　
　
　
　
　
　
３
階
会
議
室�

◎
平
成
19
年
３
月
７
日（
水
）�

　
10
時
〜
15
時
ま
で�

　
美
津
島
支
所
　
別
館
会
議
室�

���

　
対
馬
市
で
は
、
対
馬
市
斎
場
「
つ

つ
じ
の
苑
」（
美
津
島
町
根
緒
）
待
合

室
を
葬
儀
場
と
し
て
有
効
利
用
で
き

る
よ
う
に
い
た
し
ま
す
。�

�

■
利
用
開
始
可
能
年
月
日�

　
平
成
19
年
３
月
１
日
か
ら�

�

■
利
用
で
き
る
方�

　
・
申
請
者
が
生
活
保
護
世
帯
で
あ

　
　
る
方
。�

　
・
亡
く
な
ら
れ
た
方
が
施
設
入
所

　
　
及
び
一
人
暮
ら
し
で
、
申
請
者

　
　
が
市
内
に
住
所
を
有
し
な
い
方
。�

　
・
そ
の
他
の
事
情
に
よ
り
、
市
長

　
　
が
特
に
認
め
る
方
。�

�
■
利
用
料�

　
・
一
室（
３
時
間
）２，

０
０
０
円�

　
・
超
過
使
用
料
（
１
時
間
ご
と
）

　
　
　
　
　
　
　
　
７
０
０
円�

　
※
市
外
の
方
は
使
用
料
が
倍
に
な

　
　
り
ま
す
。�

�

■
問
い
合
わ
せ�

対
馬
市
市
民
生
活
部
市
民
課�

☎
０
９
２
０（
５
３
）６
１
１
１�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
線
２
２
３�

�����������

　
平
成
18
年
11
月
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

で
犬
に
咬
ま
れ
、
帰
国
後
に
狂
犬

病
を
発
症
し
た
日
本
人
が
２
人
死

亡
す
る
と
い
う
事
件
が
発
生
し
ま

し
た
。�

　
狂
犬
病
は
す
べ
て
の
哺
乳
類
及

び
鳥
類
に
感
染
の
可
能
性
が
あ
り
、

発
症
し
た
場
合
に
は
１
０
０
％
死

に
至
る
動
物
由
来
感
染
症
で
す
。

（
狂
犬
病
は
通
常
、
ヒ
ト
か
ら
ヒ

ト
へ
の
感
染
の
心
配
は
あ
り
ま
せ

ん
。
）�

　
日
本
で
は
、
50
年
近
く
国
内
の

動
物
か
ら
発
生
が
確
認
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、
世
界
で
は
、
年
間
３

５，

０
０
０
〜
５
０，

０
０
０
人

以
上
の
人
が
狂
犬
病
で
死
亡
し
て

い
ま
す
。�

　
生
後
91
日
以
上
の
犬
の
飼
い
主

に
は
「
狂
犬
病
予
防
法
」
と
い
う

法
律
に
よ
っ
て
、
犬
の
登
録
と
年�

���

１
回
の
狂
犬
病
の
予
防
接
種
が
義�

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
人
が
狂
犬
病
に
感
染
す
る
ケ
ー

ス
は
犬
に
咬
ま
れ
た
場
合
が
一
番

多
く
、
犬
の
間
で
の
感
染
の
拡
大

を
防
止
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。�

　
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
て
い
な
い

犬
が
増
え
れ
ば
、
犬
同
士
の
感
染

の
拡
大
の
結
果
、
犬
に
咬
ま
れ
て

狂
犬
病
に
感
染
す
る
人
が
増
え
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
現
に
、
狂
犬

病
が
蔓
延
し
て
い
る
国
で
は
犬
の

予
防
注
射
率
が
低
い
こ
と
が
わ
か

っ
て
い
ま
す
。�

　
狂
犬
病
の
予
防
注
射
は
犬
を
守

る
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
人
を
守

る
た
め
に
も
あ
る
の
で
す
。
犬
の

飼
い
主
の
最
低
限
の
社
会
的
責
任

と
し
て
、
愛
犬
の
狂
犬
病
予
防
注

射
は
毎
年
１
回
確
実
に
実
施
し
ま

し
ょ
う
。�

��

■
問
い
合
わ
せ
先�

対
馬
市
市
民
生
活
部
市
民
課�

☎
０
９
２
０（
５
３
）６
１
１
１�

ま
た
は
各
支
所
住
民
生
活
課�

蓄
犬
担
当
ま
で�

対
馬
市
斎
場「
つ
つ
じ
の
苑
」�

待
合
室
の
有
効
利
用
に
つ
い
て�

対
馬
市
斎
場「
つ
つ
じ
の
苑
」�

待
合
室
の
有
効
利
用
に
つ
い
て�

あ
な
た
の
愛
犬
は
狂
犬
病
予
防
注
射
を
し
て
い
ま
す
か
。�

飼
い
主
に
は
、予
防
注
射
が�

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。�

年

金

コ

ー

ナ

ー

�
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汚泥再処理センターで、肥料を無料配布します。�

変　更　前�

５人槽�

６～７人槽�

８～10人槽�

11～20人槽�

21～30人槽�

31～50人槽�

51人槽以上�

354,000円�

411,000円�

519,000円�

981,000円�

1,668,000円�

2,238,000円�

2,556,000円�

変　更　後�

５人槽�

６～７人槽�

８～10人槽�

11人槽以上�

342,000円�

414,000円�

537,000円�

939,000円�

廃棄物対策課コーナー�

　対馬市では、昨年に引き続き、本年２
月から３月にかけて大阪と東京で「対
馬フェア」を開催します。�
　全日空グループと手を組んで、「対
馬」を盛り上げようと平成16年度か
ら取り組んでいる「地域再生マネージ
ャー事業」の一つです。�
　「対馬」の食材を都市圏ホテルのコ
ース料理等に使用してもらい、「対馬」
と対馬産品の質の良さを広く知っても
らおうとするものです。�
�
�
�
�
�
�
■問い合わせ先�
　対馬市役所　商工課�
　☎０９２０（５３）６１１１�

全
日
空
ゲ
ー
ト
タ
ワ
ー�

　
　
　
　
　
ホ
テ
ル
大
阪�

東
京
全
日
空
ホ
テ
ル�

「
長
崎
対
馬
フ
ェ
ア
」�

■
開
催
期
間�

　
２
月
１
日
〜
３
月
15
日�

■
開
催
店
舗�

　
中
国
料
理
「
花
梨
」（
54
階
）、

　
鉄
板
焼
「
り
ん
く
う
」（
52
階
）、

　
テ
ラ
ス
レ
ス
ト
ラ
ン
「
カ
フ
ェ
・

　
イ
ン
・
ザ
・
パ
ー
ク
」（
２
階
）、

　
日
本
料
理
「
雲
海
」（
52
階
）�

�

大
阪
府
泉
佐
野
市
り
ん
く
う
往
来

北
１
番
地�

☎
０
７
２（
４
６
０
）１
１
１
１�

「
長
崎
県
　
対
馬
フ
ェ
ア
」�

■
開
催
期
間�

　
３
月
１
日
〜
３
月
31
日�

■
開
催
店
舗�

　
チ
ャ
コ
ー
ル
キ
ッ
チ
ン「
炙
」（
３
階
）�

�

東
京
都
港
区
赤
坂
１
丁
目
12
番
33
号�

☎
０
３（
３
５
０
５
）１
１
１
１�

　厳美清華苑、北部衛生センターでは汚泥再資源化施設を備え、発酵装置で発酵させ

た乾燥汚泥肥料を製造しています。

　１月からは、袋詰め（10㎏入）した肥料も準備しています。少しにおいがあります

が、野菜、果樹、牧草などの肥料に使用できます。

　必要な方には無料でお分けしますので、次の施設へ問い

合わせください。

○厳美清華苑�

　美津島町根緒字大梶地内　☎０９２０（５２）０９２９�

○北部衛生センター�

　上対馬町唐舟志　☎０９２０（８６）２１７７�

　
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
補
助
金

交
付
要
綱
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
国
の
基
準
額
変
更
に
と
も
な
い
、

合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
に
対
す

る
補
助
金
を
次
の
と
お
り
変
更
い

た
し
ま
す
。

（
19
年
４
月
１
日
以
降
受
付
分
か
ら
）

浄
化
槽
の
補
助
金
額
が�

変
わ
り
ま
す�
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３
世
紀
、
中
国
に
陳
寿
と
い
う
人

が
い
ま
し
た
。
「
三
国
志
」
と
い
う

書
物
を
書
い
た
人
で
す
。

　
そ
の
「
三
国
志
」
の
巻
30「
魏
書
」

に
「
東
夷
伝
」
倭
人
の
条
が
あ
り
ま

す
。
い
わ
ゆ
る
「
魏
志
倭
人
伝
」
の

こ
と
で
す
。

　
魏
志
倭
人
伝
に
は
中
国
の
帯
方
郡

（
現
在
の
韓
国
ソ
ウ
ル
近
辺
）か
ら
倭

国
の
卑
弥
呼
が
支
配
す
る
邪
馬
台
国

へ
の
道
程
と
、
近
隣
の
国
々
の
こ
と

が
書
い
て
あ
り
ま
す
。
２
世
紀
後
半

か
ら
３
世
紀
前
半
の
こ
と
で
す
。

　
中
国
の
使
者
は
対
馬
、
壱
岐
を
経

て
福
岡
県
の
糸
島
郡
あ
た
り
ま
で
来

た
よ
う
で
す
が
、
そ
こ
か
ら
先
の
国

々
の
名
前
、
人
口
、
風
俗
な
ど
は
倭

の
官
人
か
ら
の
聞
き
取
り
で
、
実
際

に
は
邪
馬
台
国
ま
で
使
者
は
行
か
な

か
っ
た
よ
う
で
す
。
ち
な
み
に
倭
か

ら
日
本
へ
と
国
号
が
改
ま
っ
た
の
は

７
世
紀
後
半
で
、
８
世
紀
初
頭
に
は

国
際
的
に
（
東
ア
ジ
ア
圏
）
日
本
国

と
し
て
認
め
ら
れ
ま
す
。

　
魏
志
倭
人
伝
で
は
対
馬
の
こ
と
が

一
番
多
く
の
字
数
を
割
い
て
書
か
れ

て
い
ま
す
。

　
「
対
馬
国
は
大
官
に
卑
狗
、
副
官

に
卑
奴
母
離
が
い
る
。
島
は
大
海
の

孤
島
、
広
さ
四
百
余
里
、
山
は
険
し

く
、
森
林
が
多
く
、
道
は
獣
道
の
よ

う
で
あ
る
。
千
余
戸
あ
り
、
良
田
な

く
、
人
々
は
海
産
物
を
食
べ
て
自
活

し
、
船
に
乗
っ
て
南
北
に
市
糴
し
て

い
る
。
」
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。

　
大
官
の
卑
狗
と
副
官
の
卑
奴
母
離

が
対
馬
の
ど
こ
に
居
た
の
か
不
明
で

す
。
ま
た
彼
ら
が
対
馬
全
島
を
支
配

し
、
君
臨
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ

ず
、
む
し
ろ
大
き
な
浦
を
支
配
し
、

近
隣
の
浦
々
の
住
人
に
も
少
な
か
ら

ず
影
響
力
を
持
ち
、
邪
馬
台
国
と
の

つ
な
が
り
が
強
か
っ
た
豪
族
と
推
測

さ
れ
ま
す
。

　
山
は
険
し
く
、
森
林
が
多
く
、
と

い
う
記
述
は
素
直
に
納
得
で
き
ま
す
。

道
は
獣
道
の
よ
う
で
あ
る
、
と
い
う

記
述
も
昭
和
前
半
生
ま
れ
の
人
な
ら

納
得
で
き
る
は
ず
で
す
。
千
余
戸
あ

り
、
と
い
う
の
は
家
が
千
余
戸
あ
る

と
い
う
こ
と
で
、
人
口
に
換
算
す
れ

ば
５
千
人
余
と
い
う
こ
と
に
な
る
と

思
い
ま
す
。
良
田
な
く
、
と
い
う
の

は
原
始
的
な
農
業（
焼
畑
農
耕
等
）が

営
ま
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
、
良

田
と
は
水
田
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。

更
に
農
業
が
不
振
な
の
で
、
人
々
は

海
産
物
を
食
べ
て
飢
え
を
し
の
ぐ
状

況
だ
と
あ
り
ま
す
。
弥
生
時
代
前
の

縄
文
時
代
か
ら
潜
水
漁
法
は
盛
ん
に

行
な
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
現
在
行
な

わ
れ
て
い
る
漁
労
の
基
礎
は
す
で
に

縄
文
時
代
後
期
（
約
３
千
年
前
）
に

完
成
し
て
い
ま
し
た
。
同
じ
よ
う
に

狩
猟
も
盛
ん
に
行
な
わ
れ
て
い
た
は

ず
で
す
が
、
記
載
が
あ
り
ま
せ
ん
。

食
料
が
不
足
し
て
い
る
の
で
、
船
に

乗
り
南
北
市
糴
し
て
い
る
、
と
い
う

南
北
と
は
南
は
北
部
九
州
一
帯
を
指

し
、
北
は
朝
鮮
南
岸
を
指
し
て
い
ま

す
。
市
糴
と
い
う
の
は
米
を
購
う
こ

と
で
、
広
範
な
意
味
で
交
易
と
解
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
対
馬
の
人
々
の
本
来
の
生
き
様
は

海
を
生
活
の
場
と
し
た
こ
と
で
す
。

島
の
成
り
立
ち
が
内
陸
か
ら
立
ち
上

が
っ
た
の
で
は
な
く
、
海
側
か
ら
の

働
き
か
け
に
よ
っ
て
成
り
た
っ
て
い

る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
頷
け
る
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

対
馬
市
教
育
委
員
会  

文
化
財
課�

☎
０
９
２
０（
５
４
）２
３
４
１�

ち
ん

じ
ゅ

ぎ

し
ょ

と
う

い

で
ん

わ

じ
んぎ

し

わ

じ
ん
で
ん

ぎ

し

わ

じ
ん
で
ん

た
い
ほ
う
ぐ
ん

ひ

み

こ

ひ

こ

ひ

な

も

りひ

こ

ひ

な

も

り

な
ん
ぼ
く

し

て
き

し

て
き

し

て
き

������

　
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
皆
様
の
出
産
時
の
一
時
的
な
費

用
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
そ
の
費
用
を
、
出
産

育
児
一
時
金
の
支
給
額
（
現
行
35
万
円
）
を
限
度
と
し
て
、
対

馬
市
国
民
健
康
保
険
か
ら
直
接
、
出
産
さ
れ
た
医
療
機
関
等
に

支
払
う
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
委
任
払
い
制
度
を
利
用
で
き
る
方
は
、
妊
娠
４
ヶ
月
以

上
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
が
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
で
、

国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納
が
な
い
方
で
す
。

　
こ
の
制
度
を
利
用
さ
れ
る
方
は
、
受
領
を
委
任
し
よ
う
と
す

る
医
療
機
関
等
の
同
意
を
得
た
上
で
、
「
国
民
健
康
保
険
出
産

育
児
一
時
金
受
領
委
任
払
い
申
請
書
」
を
市
役
所
国
民
健
康
保

険
担
当
窓
口
に
提
出
し
、
受
領
委
任
払
い
の
適
用
の
決
定
を
受

け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
担
当
窓
口
に
、
お
気
軽
に
お
尋
ね
下
さ
い
。

■
担
当
窓
口
■�

　
保
健
部
保
険
課
国
保
老
人
保
健
班
　
☎
０
９
２
０（
５
８
）１
１
１
８�

　
市
民
生
活
部
市
民
課
福
祉
保
険
班
　
☎
０
９
２
０（
５
３
）６
１
１
１�

　
美
津
島
支
所
住
民
生
活
課
　
☎
０
９
２
０（
５
４
）２
２
７
１�

　
峰
支
所
住
民
生
活
課
　
　
　
☎
０
９
２
０（
８
３
）０
３
０
４�

　
上
県
支
所
住
民
生
活
課
　
　
☎
０
９
２
０（
８
４
）２
３
１
２�

　
上
対
馬
支
所
住
民
生
活
課
　
☎
０
９
２
０（
８
６
）３
１
１
２�

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
皆
様
へ�

保
険
課
か
ら
の
お
知
ら
せ�

出
産
育
児
一
時
金

出
産
育
児
一
時
金�

受
領
委
任
払
い
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た

受
領
委
任
払
い
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。�

出
産
育
児
一
時
金

出
産
育
児
一
時
金�

受
領
委
任
払
い
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た

受
領
委
任
払
い
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。�

出
産
育
児
一
時
金�

受
領
委
任
払
い
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。�

平
成
19
年
２
月
か
ら�



���

　
福
岡
県
北
九
州
市
若
松
区
の
福

岡
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
（
国

立
県
営
）
で
は
、
平
成
19
年
度
の

訓
練
生
を
二
次
募
集
し
て
い
ま
す
。�

◇
募
集
訓
練
科
名
：
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
製
図
科
／
プ
ロ
グ
ラ
ム
設
計
科

／
商
業
デ
ザ
イ
ン
科
／
Ｏ
Ａ
ビ
ジ

ネ
ス
科
／
建
築
設
計
科
／
Ｄ
Ｔ
Ｐ

制
作
科
／
ネ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
科
／

総
合
実
務
科�

◇
応
募
資
格
：
身
体
障
害
者
手
帳

所
持
者
、
又
は
取
得
可
能
な
方
。�

但
し
総
合
実
務
科
は
、
療
育
手
帳

所
持
者
、
又
は
知
的
障
害
者
と
認

め
る
判
定
書
が
提
出
可
能
な
方
。�

◇
応
募
締
切
：
３
月
９
日
（
金
）�

◇
選
考
場
所
：
本
校
及
び
長
崎
・

宮
崎
障
害
者
職
業
セ
ン
タ
ー�

◇
そ
の
他
：
寮
施
設
あ
り
。
見
学

希
望
の
方
は
事
前
に
電
話
で
ご
連

絡
下
さ
い
。�

�

■
問
い
合
わ
せ�

福
岡
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校�

　
☎
０
９
３（
７
４
１
）５
４
３
１�

又
は
、
お
近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

（
公
共
職
業
安
定
所
）ま
で�
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障
害
者
の
職
業
訓
練
生

障
害
者
の
職
業
訓
練
生�

二
次
募
集

二
次
募
集�

障
害
者
の
職
業
訓
練
生

障
害
者
の
職
業
訓
練
生�

二
次
募
集

二
次
募
集�

障
害
者
の
職
業
訓
練
生�

二
次
募
集�

福
岡
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校�

　つしま図書館では、図書の整理、書棚の変更、
映像ライブラリーコーナーと読書カウンターの設
置工事のため、下記のとおり休館します。�
�
�
�
�
※３月23日（金）から平常どおり開館しますが、
新設の映像ライブラリーコーナーは準備の都合で
利用できません。利用開始については「広報つし
ま４月号」でお知らせします。�
■問い合わせ　対馬市立つしま図書館�
　　　　　　　☎０９２０（５２）３９００�

　長崎県で設定されている最低賃金が改正さ
れました。最低賃金には、県下すべての労働
者（パートタイマー、アルバイト含む）に適
用される地域別最低賃金と、特定業種の労働
者に適用される産業別最低賃金の２種類があ
ります。�

　毎週日曜日、朝８時より対馬市交流センター正面
広場において地元生産者出品の農産品・農産加工品・
鮮魚及び貝類・干物等の水産加工品の販売を行って
おります。�
■問い合わせ　城下町朝市クラブ会長  柳田治�
　　　　　　　☎０９２０（５２）５２２４�

最 低 賃 金 件 名 � 時間額�効力発生日�

735円�

676円�

748円�

611円�

一般機械器具製造業�

電気機械器具、情報通信機�
械器具、電子部品、デバイ�
ス製造業�

船舶製造・修理業、船舶用�
機関製造業�

長崎県最低賃金�

H18.12.22

H18.10.1

ご存知ですか？�

からの�城 下 町 朝 市 ク ラ ブ �

お知らせ�

休　　館　　期　　間�

平成19年３月12日（月）～３月22日（木）�
（11日間）�

● 問 い 合 わ せ ● �

対馬市役所建設部都市計画課まで�
☎０９２０（５３）６１１１�

■登記相談を実施します■�

■相 談 日：平成19年３月20日（火）�

■場　　所：対馬市　峰支所�

■相談時間：10時～12時、13時～15時�

長崎地方法務局対馬支局�
☎０９２０（５２）６４６３�

■施設の名称　対馬市ファミリーパーク�

■所　在　地　対馬市峰町吉田1120番1ほか�

■敷 地 面 積　4.5ha�

■施　設　等�
　管理棟、ゴーカートコース、ちびっこ広場、�
　屋根付（無）屋外運動場、多目的広場、舟グロー体験館、�
　ローラーすべり台、ソリゲレンデ、園路等�

■申 請 資 格�
　島内に主たる事務所を置くか、又は置こう�
　とする法人その他の団体�

■指定管理期間�
　平成19年７月～24年３月（４年９ヶ月）�

■申請受付期間�
　平成19年２月20日～３月22日まで�

■申請書の提出方法�
　対馬市役所建設部都市計画課まで持参�
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長
崎
県
内
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
推
進
す
る
た
め
、
地
域

の
自
治
会
や
町
内
会
、
学
校
、
企

業
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
が
主

催
す
る
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関

す
る
学
習
会
等
に
、
知
識
や
経
験

が
豊
富
な
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講

師
を
派
遣
し
ま
す
。
（
参
加
者
は

概
ね
10
人
以
上
と
し
ま
す
）�

【
申
込
方
法
】�

①
主
催
者
は
申
込
書
（
様
式
第
１

号
）
を（
財
）県
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

振
興
基
金
へ
提
出
②
申
込
書
に
基

づ
き
、
講
師
に
依
頼
③
基
金
が
主

催
者
に
決
定
通
知
④
学
習
会
等
の

開
催
⑤
主
催
者
は
実
施
報
告
書

（
様
式
第
３
号
を
基
金
へ
提
出
）�

※
学
習
会
は
概
ね
２
時
間
と
し
ま
す
。�

�

■
問
い
合
わ
せ�

（
財
）県
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
振
興
基
金�

〒
８
５
０
‐
８
５
７
０�

長
崎
市
江
戸
町
２
の
13�

長
崎
県
県
民
協
働
推
進
室
内�

☎
０
９
５（
８
２
７
）７
６
１
６�

℻
０
９
５（
８
９
５
）２
５
６
４�

E
-m
ail:v-kikin@

eos.ocn.ne.jp�

★
講
師
派
遣
に
関
す
る
様
式
は
、

な
が
さ
き
ボ
ラ
ん
ぽ
ネ
ッ
ト
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ（http://volu-npo.jp/

）

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。�

����

　
自
動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険

（
共
済
）は
、
万
一
の
交
通
事
故
の

際
の
基
本
的
な
対
人
賠
償
を
目
的

と
し
て
、
す
べ
て
の
自
動
車
の
保

有
者
に
加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
る
強
制
保
険
で
す
。�

　
限
度
額
は
、
交
通
事
故
の
被
害

者
に
対
す
る
最
低
保
障
と
い
う
考

え
方
で
決
め
ら
れ
て
お
り
、
死
亡

３
千
万
円
、
傷
害
１
２
０
万
円
等

と
な
っ
て
い
ま
す
。
実
際
の
損
害

は
こ
れ
を
超
え
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
の
で
、
任
意
保
険
（
共
済
）
に

も
加
入
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。�

　
な
お
、
無
保
険
（
無
共
済
）
車

の
運
行
は
罰
則
の
対
象
に
も
な
り

ま
す
。
特
に
車
検
制
度
の
な
い
バ

イ
ク
、
原
動
機
付
自
転
車
は
「
期

限
切
れ
」
「
か
け
忘
れ
」
に
ご
注

意
下
さ
い
。�

�

■
問
い
合
わ
せ�

国
土
交
通
省 

長
崎
運
輸
支
局�

☎
０
９
５（
８
３
９
）４
７
４
７�

���

●
内
閣
府
で
は
、
将
来
を
担
う
国

際
感
覚
豊
か
な
青
年
を
育
成
す
る

た
め
、
様
々
な
国
際
交
流
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。�

　
現
在
、
平
成
19
年
度
の
「
国
際

青
年
育
成
交
流
」「
日
本
・
中
国

青
年
親
善
交
流
」「
日
本
韓
国
青

年
親
善
交
流
」「
世
界
青
年
の
船
」

「
東
南
ア
ジ
ア
青
年
の
船
」
事
業

の
参
加
青
年
を
募
集
し
て
い
ま
す
。�

�

■
問
い
合
わ
せ�

内
閣
府
政
策
統
括
官
（
共
生
社
会

政
策
担
当
）付
国
際
交
流
第
１
担
当�

☎
０
３（
３
５
８
１
）１
１
８
１�

ま
た
は
長
崎
県
教
育
庁
生
涯
学
習
課�

☎
０
９
５（
８
９
４
）３
３
６
５
ま
で�

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
を

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
を�

派
遣
し
ま
す

派
遣
し
ま
す�
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
を

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
を�

派
遣
し
ま
す

派
遣
し
ま
す�
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
を�

派
遣
し
ま
す�

（
財
）県
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
振
興
基
金�

自
賠
責
保
険
へ

自
賠
責
保
険
へ�

　
　
加
入
し
ま
し
ょ
う

　
　
加
入
し
ま
し
ょ
う�

自
賠
責
保
険
へ

自
賠
責
保
険
へ�

　
　
加
入
し
ま
し
ょ
う

　
　
加
入
し
ま
し
ょ
う�

自
賠
責
保
険
へ�

　
　
加
入
し
ま
し
ょ
う�

国
土
交
通
省
　
長
崎
運
輸
支
局�

青
年
国
際
交
流
事
業
に

青
年
国
際
交
流
事
業
に�

参
加
し
ま
せ
ん
か

参
加
し
ま
せ
ん
か�

青
年
国
際
交
流
事
業
に

青
年
国
際
交
流
事
業
に�

参
加
し
ま
せ
ん
か

参
加
し
ま
せ
ん
か�

青
年
国
際
交
流
事
業
に�

参
加
し
ま
せ
ん
か�

内
閣
府
政
策
統
括
官�

市町村交通災害共済�市町村交通災害共済�市町村交通災害共済�

■加入できる方�

　市町村に住民登録又は外国人登

　録をしている方。また、就学（学

　生）のため、一時的に転出して

　いる方。�

■共済期間�

　平成19年４月１日から平成20

　年３月31日まで�

　ただし、４月１日以降に加入さ

　れる方は、市役所で受理した日

　時からです。�

■加入・手続き場所�

　市役所 市民課窓口�

　☎０９２０（５３）６１１１�

　又は各支所地域振興課まで�

年500円の掛金で円の掛金で�
最高最高100万円の見舞金万円の見舞金�
年500円の掛金で�

最高100万円の見舞金�
２月１日受付開始�

▽２月20日（火）�

　豊玉町水崎（漁民厚生センター）�

▽２月21日（水）�

　　〃　仁位（対馬市公会堂）�

▽２月22日（木）�

　　〃　千尋藻（漁村センター）�

▽２月23日（金）�

　美津島町小船越（小船越コミュ

　ニティーセンター）�

▽２月26日（月）�

　　 〃 　 知（美津島文化会館）�

▽２月27日（火）�

　　 〃 今里（今里漁民センター）�

▽２月28日（水）�

　厳原町阿連（漁協集会場）�

�

▽３月１日（木）�

　厳原町小茂田（佐須地区体育館）�

▽３月２日（金）�

　　〃　久根田舎（久根田舎福祉館）�

▽３月５日（月）�

　　〃　内院（内院保健福祉館）�

▽３月６日（火）�

　　〃　豆酘（住民センター）�

▽３月７日（水）�

　　〃　久田（ありあけ会館）�

▽３月８日（木）�

　　〃　今屋敷（対馬市交流センター）�

▽３月９日（金）�

　　〃　今屋敷（対馬市交流センター）�

講習開始は午後７時30分からです。時間厳守でお願いします。�

【問い合わせ】　☎対馬南地区交通安全協会　０９２０（５２）５５４１�

平成19年�
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（
敬
称
略
）�

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す�

お
く
や
み
の
コ
ー
ナ
ー�

（
12
月
18
日
〜
１
月
21
日
受
付
分
）�

唐
舟
志
　
木
野
田
照
美
　
77
歳

河
　
内
　
大
浦
百
合
子
　
84
歳

　
泉
　
　
辻
　
　
　
薫
　
82
歳

　
琴
　
　
園
田
　
貞
子
　
85
歳

　
琴
　
　
寺
尾
　
和
久
　
77
歳

芦
　
見
　
糸
瀬
ミ
ツ
コ
　
78
歳

女
　
連
　
糸
瀬
　
武
廣
　
87
歳

女
　
連
　
平
間
　
利
光
　
68
歳

佐
須
奈
　
長

　
　
猛
　
84
歳

三
根
下
　
阿
比
留
シ
マ
エ
　
94
歳

吉
　
田
　
中
村
　
武
夫
　
88
歳

三
根
下
　
阿
比
留
淳
二
　
61
歳

志
　
越
　
眞
田
　
高
茂
　
70
歳

三
根
上
　
永
留
　
キ
ヨ
　
99
歳

津
　
柳
　
早
田
　
ツ
ル
　
91
歳

　
田
　
　
南
部
　
宮
子
　
74
歳

　
廻
　
　
阿
比
留
吉
次
郎
　
85
歳

大
　
綱
　
橋
本
さ
わ
よ
　
54
歳

卯
　
麦
　
平
江
　
　
平
　
79
歳

竹
　
敷
　
阿
比
留
ス
エ
　
102
歳

高
　
浜
　
池
添
　
照
子
　
85
歳

竹
　
敷
　
神
宮
　
重
紀
　
65
歳

高
　
浜
　
濱
田
　
政
子
　
94
歳

箕
　
形
　
神
宮
　
勝
幸
　
40
歳

中
の
町
　
糸
瀬
　
菊
枝
　
80
歳

女
護
島
　
黒
岩
　
　
通
　
77
歳

洲
　
藻
　
渡
辺
安
二
郎
　
64
歳

上
の
町
第
１

　
俵
　
　
英
二
　
53
歳

中
の
町
　
瀧
山
　
　
幼
　
89
歳

小
茂
田
　
上
原
　
照
代
　
77
歳

下
　
原
　
舎
利
倉
重
利
　
76
歳

阿
　
連
　
栗
田
　
好
惠
　
79
歳

下
　
原
　
香
月
　
武
司
　
93
歳

下
　
原
　
長
瀬
　
サ
ト
　
90
歳

久
田
道
　
内
山
　
道

　
82
歳

田
　
渕
　
田
村
　
　
智
　
93
歳

小
　
浦
　
小
島
　

光
　
64
歳

今
屋
敷
　
扇
　
　
長
雄
　
75
歳

宮
　
谷
　
大
束
　
茂
樹
　
87
歳

国
　
分
　
梯
　
　
貞
子
　
83
歳

豆
　
酘
　
阿
比
留
以
久
　
91
歳

国
　
分
　
三
浦
カ
ツ
エ
　
83
歳診療時間　９：00～14：00（急患のみ）�

３月４日�

 11日�

18日�

21日�

25日�

佐 賀 診 療 所 �

吉 田 内 科 医 院 �

かも整形外科医院�

東 島 医 院 �

すとう内科医院�

武 林 幸 子 �

吉 田 茂 幸 �

賀 茂 和 典 �

東 島 英 孝 �

主 藤 久 次 �

（ 佐 賀 ）�

（ 厳 原 ）�

（ 厳 原 ）�

（ 厳 原 ）�

（ 厳 原 ）�

日　程� 診　　療　　所　　名� 医　師　名�

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
届
出
の
際
戸
籍
窓
口
で�

　
承
諾
の
あ
っ
た
方
の
み
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。�

安全運転で、事故のない対馬市を目指しましょう!!

区　　分� 市全体�北署管内�南署管内�

会　　　場� 担当弁護士�申　込　先�日　程�

【社協　厳 原 支 所】 ☎52‐1169５日（月）� 山内良輝弁護士�
（　九　弁　連　）�

■３月の無料法律相談�

日　程� 会　　　場� 担 当 相 談 員�

３月６日（火）� 対馬市交流センター� 山崎　一宏、横尾　悦代�

13日（火）� 上県町地域福祉センター� 勝見　末利、廣澤　秀夫�

20日（火）� 対馬市交流センター� 永尾　五助、村岡　月子�

27日（火）� 上県町地域福祉センター� 佐伯　　繁、阿比留義教�

※相談の時間は午後１時～午後４時�
※相談を希望される方は、必ず事前（前日の午後4時まで）に予約をお願いします。�

■３月の心配ごと相談�

■問い合わせ先…対馬市社会福祉協議会 地域福祉班 ☎０９２０（５８）１４３２�

※相談の時間は午前10時～午後３時30分�
※受付は当日会場で受け付けます。先着順で相談を受けます。�
※当日相談員が変更となる場合があります。ご了承下さい。�

社会福祉協議会からのお知らせ�

対馬市交流センター�

【社協　豊 玉 支 所】 ☎58‐036414日（水）� 大出夏海弁護士�
（対馬ひまわり基金法律事務所）�豊玉町福祉センター�

【社協　美津島支所】 ☎54‐242919日（月）� 石橋龍太郎弁護士�
（　九　弁　連　）�

対馬市総合福祉保健センター�
 （美津島町 知）�

■水道局よりお知らせ■�

引っ越し等に伴う水道利用開始
・休止は届け出が必要です。
詳しくは最寄りの下記水道担当
までお問い合わせ下さい。

■厳原町内担当�
　0920（52）0943（直通）�

■美津島町内担当�
　0920（54）2271（代表）�

■豊玉町内担当�
　0920（58）1111（代表）�

■峰町内担当�
　0920（83）0814（直通）�

■上県町内担当�
　0920（84）2312（直通）�

■上対馬町内担当�
　0920（86）3112（直通）�

日曜・休日救急医療在宅当番医�

交通事故情報（平成19年中）�１月31日現在�

本　年�

昨年比�

本　年�

昨年比�

本　年�

昨年比�

2�

-2�

0�

0�

2�

-2

0�

-1�

0�

0�

0�

-2

2�

-3�

0�

0�

2�

-4

発生件数�

死 者 数�

負傷者数�

（
住 

所
）　（
氏
　
　  

名
）  

（
年
齢
）�

（
住 

所
）　（
氏
　
　  

名
）  

（
年
齢
）�

　例年に比べ降水量が少なく冬期（１～３月）も、まとまった
降水量が見込めない季節です。場合によっては渇水による給
水制限のおそれもありますので、市民皆様の節水へのご協力
をお願いします。�

対馬市水道局　☎０９２０（５２）０９４３（直通）�
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長崎県離島医療圏組合�

電 話　0920‐52‐1910

長崎県離島医療圏組合�

電 話　0920‐54‐2024

診 療 科 目 � 診　　療　　日� 受付時間� 診療時間�

第２（火）�

�

第1・2（水）�

�

毎週（水）午後�

�

第２（金）�

�

第１（水）�

�

�

毎週（水）�

�

第１（月）�

�

第３（土）�

�

毎週（木）午後�

13�

�

７・14�

�

７・14・28�

�

９�

�

７�

�

�

７・14・28�

�

５�

�

17�

�

1・8・15・22・29

8:30̃15:00�

�

8：30̃12：00�

�

8:30̃15:00�

�

8:30̃15:00�

�

8:30̃15:00�

�

�

8:30̃11:00�

�

8:30̃15:00�

�

8:30̃11:00�

�

8:30̃16:00

13:00̃17:00まで�

�

9:00̃17:00まで�

�

13:00̃17:00まで�

  �

13:00̃17:00まで�

�

13:00̃17:00まで�

�

�

9:00̃12:00まで�

�

14:00̃17:00まで�

�

9:00̃15:30まで�

�

14:00̃17:00まで�

☆予約制となります。�

★内科医の紹介により診療予約となります。�

※生活習慣病外来について�

　対象：糖尿病、耐糖能障害、高血圧症、

　　　　高脂血症に限定�

　予約は、不要です。�

　上記疾患に関する相談でもかまいません。�

　治療よりも、食事や運動など生活習慣の

　指導に重点をおいた外来です。�

　適宜、管理栄養士、理学療法士、薬剤師

　などによる指導も行います。�

◎特別診療のうち、長崎大学、国立病院長

　崎医療センター応援につきましては、空

　路欠航等により診療を中止する事があり

　ますので、事前に確認下さいますようお

　願いします。�

皮膚科…毎週月曜日から金曜日診療�

　　　　ただし、３/14（水）休診�

内科、外科、小児科、整形外科�

　　　…月曜日から金曜日まで毎日診療�

※１☆印は診療科（内科）よりの予約患者様

　　のみの診療を行っております。�

　２空路欠航の場合は他の医師が代診致し

　　ます。�

　３予防接種について、薬の常備がない場

　　合もありますので、電話等でお問い合

　　わせください。�

　４透析診療については、月曜日～土曜日

　　まで午前中に診療しますので、お問い

　　合わせください。�

　５予約制で事業所健診・社会保険生活習

　　慣病予防検診も行っています。�

毎週（火）�

毎週（水）�

�

�

第１（金）�

第３（金）�

�

�

第２（木）�

第４（木）�

第３（月）�

�

毎週（木）�

第４（金）�

�

�

�

毎週（月・火・木）�

予約にて受付けています。�

６・13・20・27�

７・14・28

23�

�

２・16�

�

�

�

８・22�

�

19�

�

1・8・15・22・29

8：30～11：00�

�

8：30～11：00�

�

8：30～11：00

予約のみ�

�

予約のみ�

13：00～（紹介状制）�

14：00～（紹介状制）�

8：30～11：00�

8：30～10：00

�
�
☆�
�
☆�

耳 鼻 咽 喉 科 �
�
脳 神 経 外 科 �
�
泌 尿 器 科 �
�
眼 科 �
�
神 経 内 科 �
�
循 環 器 科 �
�
言語療法・摂食嚥下訓練�

（福 岡 大 学 病 院）�
�

（長崎医療センター）�
�

（長 崎 大 学 病 院）�
�

（対馬いづはら病院）�
�

（対馬いづはら病院）�
�

（長崎医療センター）�
�

（対馬いづはら病院）�

診 療 科 目 � 診　　療　　日� 受　付　時　間�

☆�
�
☆�
�
�
�
�
�
�
★�

血 液 内 科 �
�
神 経 内 科 �
�
循 環 器 科 �
�
脳 神 経 外 科 �
�
皮 膚 科 �
�
�
糖 尿 病 外 来 �
�
不 妊 症 外 来 �
�
思 春 期 外 来 �
�
※生活習慣病外来�

（長崎医療センター）�

�

（森　　　正　孝）�

�

（守　崎　勝　悟）�

�

（長崎医療センター）�

�

（中 対 馬 病 院）�

（長崎医療センター）�

�

（川　上　眞寿弘）�

�

（津　村　圭　介）�

�

（長崎県立精神医療センター）�

�

（川　上　眞寿弘）�

1・5・6・8・12・13・15�

19・20・22・26・27・29

第2・第4（火）�
�

第１（火）�

13・27�
�
６�

予 防 接 種 �
�
補 聴 器 外 来 �
�
内 視 鏡 �

13：30～�
�
9：00～�
�
8：30～11：00

  9:00̃15:00まで�第４（水）� 28 8:30̃11:00

毎年の「健康テレホンサービス」放送原稿を収載した、�
小冊子『健康一口メモ』を販売中です。�
第９～10集：１冊300円、第12～20集：１冊400円�

お知らせ�

リウマチ性多発筋痛症�

肩関節脱臼�

子どものしつけと虐待�

治りにくいじんましん�

要介護者の口腔ケアについて�

尿が近い －過活動膀胱－�

月�

火�

水�

木�

金�

土・日�

【長　崎】（０９５）８２６‐５５１１�
【佐世保】（０９５６）２３‐４３００�
＊祝祭日は前日のテープが流れます。�
＊朝９時から翌朝９時までの24時間、同じ内容のテープが３分間�
　流れます。�
＊曜日毎にテーマが決められ（日替りメニュー）、月毎にかわります。�
＊内容は専門の医師・歯科医師がつくります。�

長崎県保険医協会�
〒850‐0056　長崎市恵美須町2‐3‐2F�
TEL 095‐825‐3829／FAX 095‐825‐3893�
URL http://www.vidro.gr.jp  Eメール nagasaki-hok@doc-net.or.jp

健康テレホンサービス�健康テレホンサービス�
24時間電話で健康をお届けします� ２

０
０
７
年
３
月  

テ
レ
ホ
ン
テ
ー
マ�
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　12月23日、上対馬町比田勝の上対馬総合セン

ターで、上対馬高校ブラスバンド部主催による

「冬の日の2006コンサート」が開催されました。

　高校生は歌謡曲をメインに若さと情熱あふれる

演奏を披露。会場に詰めかけた大勢の観客は、素

晴らしい音色とひたむきな姿に盛大な拍手を送っ

ていました。

　無病息災などを願って行われている上県町佐護地区の伝統

行事「キッショウ焼き」が１月８日開催され、地元地区の小

中学生や地域住民ら約150名が参加しました。

　主催したのは佐護校区育成会（平山美登会長）で、今は見

られなくなった昔ながらの正月行事を体験してもらおうと３

年前から行っています。

　畑には、子どもたちや住民らが協力して作った高さ５メー

トル程のやぐらが設置され、早朝６時に着火。竹や杉の木で

組まれたやぐらはすぐに高く燃え上がり、まだ暗い辺りを明

るく照らしました。

　その後、子どもたちは燃えさかる炎の中に正月飾りや今年

の抱負などを記した書き初めを投げ入れ、１年間の健康や幸

運などを祈願しました。

　火の勢いがおさまった頃には辺りも明るくなり、参加者は

育成会が準備したぜんざいで冷えた体を温めていました。

長崎県小学生クラブ対抗駅伝�

冬の日の２００６コンサート�冬の日の２００６コンサート�冬の日の２００６コンサート�
～上対馬高校ブラスバンド部～�

上県町佐護�

年始めの伝統行事 キッショウ焼き�年始めの伝統行事 キッショウ焼き�年始めの伝統行事 キッショウ焼き�

よしのり

見事な活躍を見せた久田小学校陸上クラブ�

　１月13日、諫早市で

行われた第８回長崎県小

学生クラブ対抗駅伝（長

崎陸上競技協会主催）で、

厳原町の久田小学校陸上

クラブが32分20秒で初優勝しました。

　大会には県内から30チームが出場し、６

区間９㎞（各区間１.5km)で競いました。

　久田小チームは、１区（横山七海さん）、

４区（内山航輔くん）、６区（早田太一く

ん）の３区間で区間賞を獲得するなど力走

を見せ、スタートからゴールまで一度もト

ップを譲ることなく勝利。３月24、25日に

大阪で開催される全国大会へのキップを手

にしました。また、２位には厳原小陸上ク

ラブが、５位には豊玉陸上クラブが入るな

ど、対馬勢が大活躍しました。

久田小陸上クラブが県で優勝�
全国大会出場へ�
久田小陸上クラブが県で優勝�
全国大会出場へ�
久田小陸上クラブが県で優勝�
全国大会出場へ�


